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「

こ の企 業 内教 育 指 導 マニ ア ルは 、 情 報

処 理 教 育 に関 す る カ リキ ュ ラムに つ い て

の 基 本 理 念 を 明 らか に し、 各 教 科 の教 育

目的、 相 互 関 係 全 体 とし て の 構 成 を 具 体

的 に示 し、 か っ 各 教 科 ご とに そ の 内容 を

例 示 し、 教 育方 法 に つ い て の 注意 事 項 を

指 摘 した も の です 。

本 マ ニ ア ル が 一般 管 理 者 向 け企業 内教

育 の推 進 上 、 何 らか の 参 考 に な れ ば 幸 い

です 。
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カ リキ ュラム作 成の経緯

本 年 度 は、 前年 度 に作 成 した 「一 般 管理 者 向け 企 業 内教 育 カ リキ ュラム」

一 スケル トンを示 した もの 一 に則 り
、 種 々検 討 を加 え、 カ リキ ュラ ムの 仕様

書 とい うべ き 「カ リ キ ュラムの 概 要」(参 考 資料1)を 作成 した 。 この概 要

は 、 カ リ キ ュラ ムに つ いて の 基 本理念 を明 らか に し 、各 教 科 の教 育 目的 、 相

互関 係 全 体 と して の構 成 を具 体 的 に示 し、 か つ各 教 科 ご とにその 内 容 を例 示

し、 教 育 方 法に つ い て の注 意 事 項 を指 摘 した もの で あ る。

委 員 会 では この 概 要 に基づ い て指 導要 領 と もい うべ き もの を、直 接 委 員 会

の 構 成 メ ンバー に よ って作 成 す る こ とを意 図 した が 、各 委 員 とも時 間 的 な制

約 が 多 くて、 具体 的 作 業 を進 め る ことが 困 難 とな った の で 、や む な く外部 へ

委 託 す る こ とと し、 委員 会 の承 認 を えて この よ うな カ リ キュラム の作 成 に経

験 と実績 を有す る㈱ フ ジ ミ ックに対 し、 当方 の 仕様 書 に基 づ き、 当 委員 会 の

意図 に適 うよ うな カ リキ ュラ ム の作 成 を 委託 した 。

この カ リキ ェ ラム は本年2月 は じめ に完 成 した の で、 早 速、 作 業 部 会 にお

い て検討 し、 そ の結 果(参 考 資 料2)を 付 して、 本 委 員 会 にお い て、 更 に検

討 を加 え た結 果 、Aコ ー ス につ い ては 、 教科 の 構 成 順 序 とそ の内 容 お よび 時

間 配 分 につ き、 か な り大幅 な変 更が加 え られ(資 料3)、 それ に基づ いて 委

託作 成 され た カ リ キュ ラムの 改訂 を行 な って、 当委 員 会の 企 図 した カ リキ ュ

ラム を完 成 した。
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企業内教育カ リキュラムの概要

教育 目的

コン ピュー タ時 代 に 即 応 した 一 般 管理 者の 研 修 を 目的 とす ゐ6

インプ ッ ト 教育 ぴ ステム ・ ア ウ トプ㌦ ト

態 態 良

知'識

能 ・・ 力

⇒
本 カリキュラムに

よ る教 育 の 実 施
⇒

i態 度 め 変 革
・.ξ1

}

知 識 の 増 大.
}

1・ ,1能'力 の 向 上 ・

ア ウ トプ ッ ト

◎ 態 度の 変 革:コ ン ビ 五一 タ時 代 に 対処 す る一 般 管理 者の 役 割の 認 識

:シ ステ ム的思 考 態 度 め涌 養

◎ 知 識 の増 大:情 報 処 理 シ ステ ム

:デ ー タ ・プ ロセ シング('含 コン ピ ェー タ),、

:マ ネ ジ メン ト ・サイ エン ス

◎ 能力 の 向 上:プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジメ ン ト

:情 報 の 評 価 能 力ltt"

カ リキ ュ ラム の基 本的 考 え方

コ ン ピュー タ時 代 の 一 般 管 理 者 に と って 重要 な こ とは 、 コ ン ピュー タ を基

礎 と した プ ロ ジ ェ ク トに継 続 的 に 関 連 を もつ と と もに、 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ

ジ ャ と して り一 ダ ・シ ップ を発 揮 す る ことで あ る。

そ の ため に は、 従来 の 縦割 り組 織 に 対す るマ ネ ジ メ ン トの考 え方 を根 本 的

に 改め、 シ ステ ム 概念 を 基本 と したプ ロ ジ ェク ト・マ ネ ジメ ン トに関 す る基

礎 知識 を習 得 す る と と もに、 プ ロ ジェ ク ト推 進 の 能力 を 身 につ け る必 要 が あ
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る。 ㌧び:'

そ こで 、 この カ リキ ュラ ム では、 「プ ロ ジェ ク ト ・マネ ジメ ン ト」 に 関す

る知 識 の 習得 と能力 の 向上 を図 る こと を最 大 の 目標 と し、 プ ロ ジ ェ ク.トを推

進 す るた め の 手 段 と して 、・「情報 処理 シ ステ ムの 活用 」 に 関す る知識 、 「マ

ネ ジメ ン ト・サ イ エ ンスの 応 用」 に関 す る知識 、 お よび、 「カ レン ト・ トピ

ック ス」 と して コン ピュ三 夕に 関す る最 新の 動 向 を教 え る もの とす る。

また・ コ ン ピ ュー タお よび デー タ ・プ ロセ シ ング に関す る知 識 につ い ては 、

「デー タ ・プ ロセ シン グ概 説」 と して情 報 処理 シ ステム の 中 に位 置づ け て教

え る もの とす る。 つ ま り、 コ ン ビ=一 台ータお よびiデー タ ・プ ロセ シ ングに 関 す

る 概念 を、 単独 に教 え るもの で は な く、 プ ロ ジ ェク トを 推進 す る一 手段 と し

て の情 報 処理 シ ステ ムの 中 の 一環 と して 教 え る所 に特 徴 が あ る。

川 プ ロ ジ ェ.ク トrマ ネ ジ メ ン ト

:

:

シ ステ ム設 計

;

{マ ネ ジメン ト・ナイエン スの 応 用 ・ カ レ ン ト ・ トピ ック ス

データ ・プロセシング概 説

/
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科 目 別 ・ コ ー ス の 目 的 と時 間

コ ー ス

科 目
A B C

〔講 義〕

.

コ ン ピ ュ ー タ お よ び デ ・ デ ータ ・プ ロ セ シ ン グ ・

Lデ ー タ ・プ ロ セ 一 夕 ・プ ロ セ シ ン グ に , シ ステ ムに関する具体

シング概説 関する基礎知識を習得 的事例を研究する

する
H H
5 3

プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ

2.プ ロ ジ ェ ク ト ・
メ ン トに関する各 社の メン トに関す る自社例

具体的事例の研究を行 を研究する
マ ネ ジメ ン ト ない、 全般 的基礎知識

を習得するH
H

9 7

情報処理システムの活 情報処理システムの活 自社1こおける情報処理

3.シ ス テ ム設 計
用に関する基礎知識を

習得するH

用に関する技術的問題

を取扱 うH

システムの活用例にっ

いて研究するH
7 4 5～10

マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ ェ

4,マ ネ ジ メ ン ト ・ 、

ンスに関する基礎知識

を習得する

ンスの応用に関する具

体的事例(自 社例およ
、サイエンス の 応 用 び各社の事例)を 研究

、 H
するH

4 6～8

コ ン ピ ュ ー タ に 関す る 自社`こ関するコンピュ

5.カ レ ン ト ・ 最近の一般的動向を研 一夕関係の新技術を研

ト ピ プ ク ス 究するH 究するH
' 3 3

プログラムを実際`こ組

むことに よってコンビ

6プ ログ ラム実習 ユ一夕の概 念を具体的

に理解するH

2～6
H H H

21 14 23～34

〔自 習〕 コ ン ピ ュ ー タ お よ び デ
`

7.デ ータ ・プ ロ セ

シ ン グ 概 説

一夕 ・プロセシ ングに

関する基礎知識 を補足

するH

4

情報処理システムの活
8.シ ス テ ム設 計 用に関する基礎知識を

補足するH

4

計
H
8 一 一

台 計
H

29
H

14
H

23～34
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一 般 管 理 者 向 け 企 業 内 教 育

Aコ ー ス
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Aコ ー ス の 目 的 と 概 要

Aコ ー スは 一 般 管理 者が コ ン ピ ュー タ時 代 に対 処 して シ ステ ム的 思 考態 度

を養 うた め に 必 要 とす る 基本 知識 を習 得す る こと をね らい として い る。

これ か らの 一 般 管理 者 は コン ピュー タ部 門 との 円 滑な ゴ ミェニ ケー シ ョン

を 可 能 に し、 コン ピュー タ部 門 に対 して理 解 者の 立 場 に立 つこ どの み に と ど

ま って は な らな い、 む し ろ積 極 的 に み ず か らの マネ ジメ ン トに コ ン ピ ュー タ

を活 用す る こと をね らい と しな けれ ば な らな い。

1デ ー一夕 ・プ ロセ シ ング概 説 では 、 コ ン ピ ュー タお よび デー タ ・プ ロセ シ

ン グに 関 す る基礎 知 識 全般 を 習 得す る。 コ ン ピ ュー タの 機 能 とデ ー タ ・・プ

ロ セ シン グの 概 要が こ こで 理 解 され る。

皿 シ ステ ム設 計 では コン ピ ュー タを ベー ス とした 情報 処理 シ ステ ムを どの

よ うに 設 計 して行 くか につ い て 習 得す る。 一般 管理 者 に と って は プ ロ グ ラ

ム 作 成 よ りも、 シ ステ ム設 計 の 方 が は る か に 重 要だ か らであ る。

ロ プ ロ ジ ェ ク ト・マ ネ ジ メ ン トで は 、 これ か らの マネ ジメ ン トの 大 きな 柱

とな るプ ロ ジェ ク ト・マネ ジメ ン トにつ い て 、 意 思決 定のた め の シ ステ ム

分 析 と プ ロ ジェ ク トの計 画 、 評 価、 組 織 、 管理 の 方法 に つ い て 述 べて い る。

全体 を 通 じて 視 聴 覚 教 材 を豊 富 に 使 うの は もち ろんの こ と、 単 に 知 識 を一

方 的 に与 え るの で は な く、 学 習 者 自身 が み ずか らの 問 題 と して 考 えな が ら

学 ぶ よ うに配 慮 して あ る。
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1デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ

1-一一－t.目 的

こ の 科 目 は コ ン ビ=・ 一一夕 の ス ペ シ ャ リ ス トー プ ロ グ ラ マ
、SE－ と

して で は な く、 コン ピ ュー タの 活 用 や運 営を 計 った り、 プ ロ ジェ ク ト

を 担 当す る プ ロ ジ ェ ク ト ・マネ ジ ャー と して の一般 管理 者の た めの 教

育 カ リキュ ラ ムで あ る。 した が っ て単 に 現 在の コ ン ピ ュー タを 紹介 す

る とい うよ りも、 コン ピ ュー タの誕 生 過 程 と発 展過 程か ら説 き起 こ し

て ・ そ の 本 質 的 な性 能 と機 能 とを学 習 させ る必要 が あ る
。

そ こに この科 目の 目的 が あ る。

1・ コta .'ピュ一 夕

こ こで は コ ン ピ ュー タの 誕 生 と発 展 過 程 を学 習す る 中で その 性能 ・

機 能 を 理解 し さらに ハー ドウェ ア と ソ フ トウエ ア アプ リケー シ ョン

ウエ アー とい う側 面 か ら理 解 を深 め る。

2.デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ

代 表 的 な デー タの 処 理 形 態 を事 例 に し た が って 学 ぶ。

1-一一2.Aコ ー スに おけ る科 目 の 位置 づけ

デ 三 夕 ・プ ロセ シン グAコ ー スは 、orス テ ム設 計 を行 な うた めに 必

要 な コ ン ピ ュー タや デー タ ・プ ロ セ シン グに 関す る基礎 知識 を修 得す

る部 分であ り遠 図の 太線で示 し細 分 である。

この科 目の 知 識が シ ステ ム 設計の 理 解 を 深め
、 し いては 一般 管理 者

が プ ロ ジェ ク ト ・マネ ジ ャー と して プ ロ ジ ェ ク トの マネ ジ メ ン トを行

な う場合 に役 立 つ 。
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1-5.構 成 内 容 と 時 間 配 分(合 計5H)

、tユ.コ ン ビi'一一 タ ー ・3-H

1.1

1.2

1.3『

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8'

コン ピ ュー タの 歴 史

コン ピ ュー タの原 理 と構 成

c・.Si
J:こ 三5、

入力 装 置

中央 処 理装 置

出力 装 置

デー タ通 信

ソフ トウェ ア

アプリ ケー 沙 ヨン ・パ ッケー ジ

2.デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ;2H

2.1情 報 処 理 の 目的'

2・2バ ・チ'プ ロ 只

2.3リ ア ル タ イ ム ・プ ロセ ス

2.4情 報 の 畜 積 と 検 索

2.5TSS

1ノ' 一い －i

tiい'、 ・ ・t・・-t

,L;)

(指 導上 の 留 意 点)'い
　 　 コ ロ コ グ

この コー スは 時 間 が 少 な い た め 、 コ ン ピ ュー タの 原 理 と 構 成 、 ソ

フ トウ ェ ア、 パ ッチ ・プ ロ セ ス 、 リア ル タ イ ム ・プ ロ セ スに ウ 三 イ

トをおいた講義をす る。

他 の項 目に関 しや 鯖 四 で聡i・ ぷれ る程劇 ・し・ 自習によ

り基 本知 識 を習 得 させ る よ うに す る。

1-4.内 容 項 目

1.コ ン ピ ュ ー タ

1.1'コ ン ピ ュ ー タ の 歴 史

一17一



(お も な 項 目)

oAnalyticEngine

カー ド ・コ ン トロ ー ル

マ シ ン ・ラ ン ゲ ー ジ

oPCS

1820年

1890年

穿孔 機、検 孔機、分類機

(主 な利用分野)統 計処理

oENIAC 1946年

自動計算機、 電子 式

(主 な利 用分野)弾 道計算

oENIAC 1951年

プ ログラム内蔵方 式、2進 法の符号体 系

(主 な利用分 野)原 子力な どの科学技術計算

o電 子 式計算機

(主 な利用分 野)各 種事務 処理(代 表な ど)

oUNIVAC、IBM701

(主 な利用分野)各 種科学技術計算

o発 展段階

き ぐ 乃 一 世 代

1954～1959

矛 二 世 代

1959～1964

芳 三 世 .代

1964～

電 子 回 路 電 子 管
・

ト ラ ン ジ ス タ バ イ ブ リ ッ ト
、IC

記 憶 装 置 ミ リ セ カ ン ド

磁 気 ド ラ ム

マイクロセカ ンド

磁 気 コ ア

ナ ノ セ カ ン ド

磁 気 コ ア 、 フ ィ ル ム

生産組織として 個 別 的 科 学 用、商 業 用 汎 用

ソ フ ト ウ ェ ア 機 械 語

アセ ンブ リ・シ ステム

各種 コンパイ ラー

パ ッチ用のモニタ

1

オ ペ レ ーテ ィ ン グ ・シ ス テ ム

オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム ・

シ ス テ ム、TSS

シ ス テ ム 特性 パ ンチ装 置と

単独 コンピュータ

大 型 機 と衛 星

コ ン ピ ュ ータ

フ ァ ミ リ ー 思 想
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(指 導 上 の留 意 点),

手 に 負 えな いぼ…どの 事 務 の 山 を解 決 す るた め と、 人 間 の 手 で

は 計 算 で きな い・ぽ う大 な科学 技 術 計 算 と,い う2つ の 大 きな 流 れ

が コ ン ピ ュー タを生 みだ す原 動力 に な った とい うこ と、 さ らに

「情 報 処理 を行 な う自動機 械」 と:.L,.・.った 観 点か ら歴 史 的な 事 実

を追 っ てみ るこ とが 望 ま しい。 こ の上 に立 って コン ピ ュー タの

発 展 段 階 を利用 状 況 もあ わせ て解 説 す る。 、

1.2コ ン ピ ュrタ の 原理 と構 成

(お もな項 目)、,、

・ア ナ ロ グ方式 、

・デ ジ タル方 式`

・AutomatiぴSequenceControl

・プ ロ グ ラム内蔵 方 式

(指 導上の留意点)

電子式卓上計算 機の演 算速度 は コンピ ュー タと本質的には 同

じであ るが、人手 の操作に限界があ ること一1回 演算を行 な う

たびに機械 を止め、次の 数値を入れてか ら再び演算を開始す る

一 を説 明す る
。

この人手の 限界を破 るには

① 必 要 とす る数値が計算機 のと り扱 える形でつぎつ ぎ と自

動 的に供給 される こと。

② 供給 された数 値をどの よ うに演算 ・処理するかを 自動的

に指示で きる こと。

等が要件 となる。

①、②の 目標 を実現 させ るには

1)数 値 を貯 え る装置一記憶装置
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の 数 値の 計 算 を行 な う装 置一 演 算装 置

'・;1・.ll;¶D数 値と・各 装 置 の動 きを制 御 す る装 置 一 制御 装 置

1.1'IV)数 値 を読込 む 装 置 一 入 力 装置 三I

V)数 値 を書 き 出す 装 置 一 出力 装 置

が あ れば十 分 で あ る。

これ らの各装 置 は 内蔵 され た プ ロ グ ラムに よ うて 動 か され る

こ とを解 説す る』 これ に・は 簡単 な繰 り返 し 演算 子・

例A=(B×C)+(D-E)な どの 計算 処理 を 説明 す る と

よい。

「 一一一① 入 力操 作B、C、D、LE

l次 ② カ ケ 算B×C
.、 ・

の

デ ③ 記

1④ 引

タ

1を ⑤ 記
1処

1理 ⑥ 和
1す

+る'⑦ 記
　

1.、L-」 ⑧

,1.3入 力 装 置

(お も な 項 目)

憶

算

憶

算

憶

出 力 操 作'・ICi.

B×.C→X.・ 、.・ ・,・

D-E''"・

D-E→Y

X十Y

.X十Y→A

Aギ ・B、 ℃ 、D↓'E:

・カー ド読取 り装 置 .

'紙 テー プ読取 り装 置

・光 学 マー ク読取 り装 置

・光 学文.字読 取 り装 置

・タイ プ ライ ター

(指 導 上 の 留意 点)

1.2節 との関 連 で各 装 置 を'概説 す る ス ラ・イ ド、 フ ィル ム な どを使
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うと 効果 的 。

1.4中 央 処理 装 置

(お もな 項 目)

・記 憶 装 置

・演 算装 置

・制 御装 置

(指 導上 の留 意 点)

・三つ の装 置 の機 能 と デー タの流 れ 、お よび 制 御の 流4を ■2節

の 例 を 引用 しな が ら 解 説す る。1

・デ ー タの 読取 り、 デー タの 書 き出 し、 デー タの移 動 、 四則 演 算 、

判 断 と い った 基 本的 な処 理 操作 の説 明 に 重点 を お き詳 細 な ハー

ドの 説 明 は さけ る。

1.5出 力 装 置

(お もな 項 目)

・ライ ンプ リン ター

・ カー ド穿孔 装 置 、 、・

・紙 テ ー プ穿孔 装 置 . .."L..1、

・タ イプ ラ イ ター

・X-Yプ ロ ッタ

・映像 表 示'

(指 導 上 の 留意 点)

ユ.2節 との 関連 で各 装 置 の機 能を 概 説す る。 ス ラ イ ドな ど の視

聴覚 機器 を使 う と効果 的 。

1.6デ ー タ通信

(お もな 項 目),・
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・伝 送 回線

・回 線制 御 装 置

・端 末機

・タ イプ ライ ター 端 末装 置

・映像 表 示 端 末装 置

・紙 テー プ 端 末 装 置

・デー タ コレ ク ター

・銀行 窓 口 装 置

・音声 応 答装 置

・押 ボ タン電 話 端末 装 置

端末機
モ ァ ム モ デ ム 回線制

御装置

中央演算

処理装置

(デ ータ通信系統 図)

(指 導 上の 留 意 点)

デー タ通 信 の 意 義 を通 信 系統 図 を 用 い て解 説す る。

1.7ソ フ トウ ェ ア

(お もな 項 目)

・システ ム ・プ ログ ラム

制 御プ ログ ラ ム、 翻 訳 プ ロ グ ラム 、 サー ビ スプ ロ グ ラム

・アプ リケ ー シ ョン プ ロ グラ ム 、

シ ミェ レー シ ョン ・プ ログ ラム、 線 形 計 画 プ ロ グ ラ ム、

IRプ ロ グ ラム

・オ ペ レー テ ィング ・シ ステ ム

各 種 の 言 語翻 訳 プ ロ グ ラム 、 サー ビ スプ ログ ラム
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使 用 者作 成 プ ロ グ テムお よ び アプ リケ7シ ョンプ ログ ラ ムな

ども含 め た広 範な プ ロ グ ラ ム を制 御 プ ログ ラム の下 で一 貫 し

'て 働 くよ うに 作 られ た シ ステ ム で あ る
b.

・制 御 プ ロ'グ ラ,ム

デ ー タ 管 理

ジ 言 ブ 管 理"

タ ス ク 管 理

シ ス テ ム 管 理

.い

,.

使用者作成'ア プリケーション(言 語)(サ ー ピスプt'グ ラム)

プ ログラム プログラム アセ ンブ ラSORT/MERGE

F・ORTR:ANUTILITY

ALGOLリ ンケ ージエディタ

CO・BOLテ ス『トプ ログラム

PL/1・ システムジェネレーション

ジェネレータ

言 語

(指 導 上 の 留 意 点)一 ㌧ .…

コ ン ピ ュ ー タの 発 展 段 階(第1 .、 第2.、3世 代)に そ づ て 、 そ

の 莉 用 技 術 を 解 説 す る と と も に ソ フ ト ウ ェ ア が い か に 利 用 者 に役

立 ち 、 不 可欠 の もの に な って い る か を 理 解'さ せ る。

L8 .ア プ リ ケー シ ョ ン ・パ ッ ケー ジ

(お も な 項 目つ

oLP 数 理計 画 の ソ フ トウェ ア

色 々な 制 約 条件 下 にお け る最適 化 問題

oPERTシ ミ=レ ー シ ョンの ソフ トウェ ア
ヨ'

日 程 計 画 と 管 理 、 費 用 コ ン・・トロ ニ ル1人 ・金 ・資 材 の 配 分
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の 管 理

oGPSS… … … シ ミiレ ー シ ョ ン の ソフ トウ ェ ア

oDYNAMO'ン ミ ざ レー シ ョン の ソ フ ト ウ ェ ア

oLEMS… … … 計 量 経 済 モ デ ル の ソ フ ト ウ ェ ア

LinearEcond'J'tnicMOdelingSystem

oPICS… … … 生 産 情 報 管 理 シ ス テ ム

〔シ ステ ムの 流 れ と相 互関 係 〕

基 本 レ コーt'ttI/Oの

ドの 展 開 、.雛 形 設 計

ム

ー

テ

タ

イ

ス

ア

マ

ク

タ

タ

ー

ソ

ス

ワ

セ

マ

・手 配 記録

・作 業 詳細 記録

所 要量計画

作業手配

治工具
マ スタ

1

トラソザクcrヨ ン'B/Mプ ロセサ

コソ トリ プ ログラム

'

竃
令
買
命
購」 マ ス タ

業 者
マ スタ
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(指 導 上 の 留 意点){、,

オペ レー テ ィン グ ・シ ステ ムの 下 で働 くアプ リケー シ ョン プ ロ

グ ラムの 役 割 を簡 単に 説 明す る。 一 い

/
2.デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ

ー-1

.1

2.1情 報 処 理 の 目的 、.

、1「''"・:ll(おも な 項 目)

o生 産 性 の 向 上 ∋

・省 力 化 ㍑ 、

・迅 速 化 ・・

・正 確 化

・適 正 化

o経 営 情 報 の レ ベ ノyア ッ プ

・デー タ ・バ ン クの 整 備

・マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン スの 応 用

。新技術ゐ提潅

・新 製 品 の 開発

・新 技 術 の 開発

・新種 サ ー ビ スの促 進

oそ の 他 ・

iT

(指 導上 の 留 意 点)

自社 の 事 例 等 を 引用 して 具体 的に 説 明す る。

2,2バ ッチ ・プ ロ セ ス

(お もな 項 目)

Oバ ッチ ・プ ロセ スとは(処 理 の し くみ)

Oバ ッチの 長 所 ・短 所

o事 例 の紹 介
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・給 与 計 算

(給 与 計 算 バ ッチ ・プ ロセス の例)

給 与 マスター

フ ァ イ ル

与 変 動

ガー ドイメー ジ

フ ァ イ ル

給 与 変 動

フ ァイ ル

給 与 マ スター< コ

プアィル1

|

1

退 職 者

リス ト

RUNI#4

給 与 明 細 給 与マスター

フ ァイ ル フ ァイ ル

給 与 変 動

ファイル作成 ・

給 与 変動

フ ァイル

Ψ

RUN#6

出 力 変 換

③
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・各 種 統 計 表t':'il, .二'1』 ・'IJI

o実 行 時 間 の 見 積 り'i!い)

(指 導 上 の 留 意 点)'

事 例 の 紹 介 で ス ロー チ ャー トに よ る処 理 手 順 を 図 示 し 、 手 順 の

良 し 悪 し で 大 量 の デ ー タ処 理 の 能 率 、ばお よ び コ ス トに 大 き な 差 が

で る こ と を 認 識 させ る。 実 行 時 間 の 見 積 り{も 経 済 性 の 評 価 と い う

面 で と ら え る♂ 『・..一 ・ … ㌦ ・

2.3リ ア ル タ イ ム ・プ ロ㍉ゼ ス.

(お も な 項 目)・ ㌔ ・ … ・

oリ アル タイ ム ・プ ロ セ ス と は(処 理 の し くみ)

・ リア ル タ イ ム ・シ ステ ム の 機 器 構 成'

・ マル チ ・一プ ロ グ ラ ミン グ

oリ アル タ イ ム の 長 所 ・短 所

o事 例 の 紹介 ∴;.1

・ オ ン ラ イ ン バ ン キ ン グ シ ス テ ム ,

・株 式 情 報 レ ズ テ ム ・

・客 室 予 約'ジ ス テ ム(ま た は 座 席 予 約 シ ステ ム)

(指 導 上の 留 意 点)

リア ル ・タイ ムの 概 念 を バ ッチ処理 と比 較 しなが ら解 説す る。

と くに リアル ・タ イ ムお よび バ ヅヂの 長 所 ・短所 を表 に して 説

明す る 。 ま た座 席 予 約 シ ステ ムな どの具 体 例 も図 で示 す 。講 義 だ

け でな くスラ イ ドに よ る教 育 も併 用 す る。

・2-1国 内に お け る例 「

1.昭 和 電工 に おけ るCDPレ ステ ム

A.CDPの 概念
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B.職 務 の 類 型 化

C.CDP情 報 シ ステ ムl

D.コ ソ ピ=一ー一・タ に よ る情 報 処 理

a)候 補 者 リ ス トb)人 員 構 造 デー タ い'i

2.武 田・薬品 工 業'にお け るEDP会 計 シ ステ ム

A.機 械 化の 重 点/t

B.EDP会 計 シ.ステ ムの 大 要

C.会 計 業 務 サブ ・ン ステ ムの概 要

D.EDP会 計 に 係 る内 部 牽 制

3.新 日鉄 君 津 製 鉄 所 のAOLシ ステ ム

A.:君 津AOLシ ステ ムの 背景

a)総 合一 貫 集中 管 理b)過 去 の経 験 と技 術 的 蓄積

c)オ ンラ イン ・シ ステ ムの採 用d)シ ステ ム設 計 上

の 留 意 点

B、AOLシ ステ ム の概 要'

a)工 程 管 理 シ ステ ムb)AOLシ ステ ムの 構 成

C.君 津AOLシ ステ ム の現状

4.'富 士電 機 に おけ る総 合 在庫 管 理 システ ム

A.同 社 在庫 管理 シ ステ ムの特 色

B.FANAS

・C.SICS

.D.FICS

a)、 目 的b)概 要c)効 果

5.石 川島 播 磨.重工 業 に お け る 生産 管理 シ ステ ム

A.全 社 総 合 シ ステ ムに お け る生 産 管理 システ ムの 位置

B.生 産 管 理 ジ ステ ムへ の アプ ロー チ

C、 標 準 化 とデー タ ・べrス
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D日 程 計 画 お よ び 進 捗 管 鋤 き関 す るサ ブ ・シ ス テ ム

E.図 面IRサ ブ ・ジざ デ 云Ail

:・,;・,2方F
.生 産 設 計 各 種 ナ プ ・』ジ"ズ テ 云

G.自 動 製 図 サ ブ ・シ ス テ ム"1

'1'H
.数 値 制 御 サ ブ ・シ ス デ ム'ソ1'"'i':

1.マ テ リ ア ル ・コ ン トロー0ジ ・'ザブ ・'iシス テ ム

』

J・ll予 算 管i理 サ ブ ・一シ ステ ムr〆 ㌦1'

K.そ の 他 の シ ス テ ム

L.ゾ ス テ ム 実 現 の 背 景'9'・ 「1tt

Mハ ー ドウ エ ア

N将 来 の 方 向t'

6.日 産 自 動 車 に お け る サ ー ビ ス都 詰 管 理 シ ステ ム

A.サ ー ビ ス部 品 業務 め 概 要1パ/"

B.EDPシ ス テ 伝1ご 要 求 し た 基 本 項 目

C.EDPシ スLテ ムの 要 点tt‥

D.機 器 構 成 と フ ァイ ル 構 成

a)機 器 構 成b)フ ァ イ ル 構 成 『

E.オ ン ラ イ ン各 業 務 の 概 要

a)緊 急 受 注 出 荷 処 理b)入 荷 こ 検 収 処 理

c)イ ソ'ク ワ イ ア リー':』t'

F.パ ッ!チ処 理 主 要 業 務

a)定 期 受 注 出 荷 処 理 無b)発 注 業 務 処 理

7.トslタ 自 動 車販 売 に お け る情 報 シ ス デ ム

」PLAS(P1'a'nning'ApplicationTotalSystem)

A↓ オ 翼'レ ∠ シ ョナ ル 業 務

a)物 流 サ ブ ・シ ス'テ ムb)情 報 サ ブ ・シ ス テ ム

B.PLASの 目 的 」'/Jtl

－29一



a)情 報 サ ー ビ スlb)計 画 業務 の 機 械 化

C.PLASの 概 念 と特 長 ・…

a)PLASの 構 成 と概念i'b)PLASの 特 長

D.計 画 業務 の モ デ ル化 応 用伺 い.

a)車 両 目標 台 数 モデ ルb)車 両長 期 販売 計 画 モ デル

E.財 務 予測 モデ ル

a)財 務 モ デ ルの 必 要 性 とPLASと の 関係b)財 務

予 測 モ デ ル

8.近 畿 日本 ツー リ ス トの オ ンライ ン ・リザS－ シ ョソ ・シ ス

テ ム

A.事 業 内 容 とEDPシ ス テ ム

B.通 信 シ ステ ムの体 系

C・KNT旅 館 予 約 ン ステ ム 、!

a)デ ー タ ・フ ァイルb)イ ンプ ッ ト ・ア ウ トプ ッ ト

お よび セ ン トラル ・プ ロセ シング 、

c)販 売 情 報

9.銀 行 業 に お け る総合 オ ンラ イ ン ・ン ステ ム

A.総 合 オ ン ライ ン ・yス テ ムの 背 景

B・ 総 合 オ ン ライ ン ・システ ムの 内容

a)対 象 範 囲b)機 器構 成c)プ ロ グ ラ ム

C.総 合 オ ン ライ ン ・シ ステ ムの 効果 ・特 長

D.総 合 オ ン ライ ン ・システ ムに とも な う 問題

且 銀 行界 にお け る コ ン ピ ュー タ利 用の 展 開

a)複 数 ネ ッ トワー クの 結 合b)集 中交 換制 度

c)一 括 代 手制 度d)割 賦 販売 代 金 の 新 しい 回収 制 度

e)新 種 商品 サー ビ スの 開 発

F.MISへ の 展望
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G.デ ー タ ・パ ン,ク ー い

2-2外 国 に お け る 例 一 ∵ ・
、'rl・

1.ア ポ ロ計 画 と コ ソ ピ=一 夕 ・シ ステ ・ム

A.巨 大 プ ロ ジ ェ 久 、ト1の物 量 作 戦;、

B.機 上 搭 載 コ ン ピ ュー タ
.,・

a)機 上 搭 載 コ ン ピ ュー タの 開 発b)機 上 搭 載 コ ン ピ

ュー タの 信 頼 性

C.NASAの 通 信 ネ ッ トワ ー ク

a)ア ポ ロの 通 信 ネ ッ トワ ー クb)ア ポ ロ 通 信 系 の 設

計

D.ソ フ トウ ェ アの 開 発

a)ソ フ ト ウ ェ アの 概 念b)測 量 デー タの 送 信

c)地 上 コ ソ ピ=一 夕の 受 信 と管 制

E.サ タ ー ン5型 の シ ステ ム ・シ ミ=v-一 シ ョソ

2.CDCCreditDataCorporationの 消 費 者 信 用

調 査

ACDCの 概 要

B.CDCの 業 務

C.CDCの シ ステ ム 構 成

a)情 報 提 供 の プ ロ セ スb)情 報 フ ァイ ルの 内 容

c)情 報 フ ァ イ ル の 作 成 過 程

D.デ ー タ ・フ ァイ ル の 更 新

3.イ ー ス タ ン ・エ ア ラ イ ン社 の 予 約 サ ー ビ ス

A.マ イ ク ロ フ ィル ム ・ン ス テ ム の 導 入

B.予 約 シ ステ ムの 概 要

4.LASME社 の 貨 物 輸 送 シ ス テ ム

A.シ ス テ ム の 検 討
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B.ネ ヅ ト ワー ク の 完 成

5.イ ギ リ ス石 油会 社 の パ イ プ ・ラ イシ

ス・デ 云 三`':'・;・ い

A.パ イ プ ラ イ ン の 概 要 ㌍ ∵ …

B.自 動 油 送 コ ソ トロ ー ル モ∵〉いt/

1
、tl・':i

t,:t^}1,ttt'、f'

・ぐコ ン ト 〆切 』一 ノレ ・ シ

〆'、

・
.＼'.lj.∫

一3 、2一



〔 リア ル タ イ ム ・ブ ローセスの例 〕TRIPSYSTEM

－ 旅 館客 室 予約 業 務 の 自動 化一(日 本 交 通 公 社)
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2.4情 報 の 蓄 積 と検 索

(お もな項 目)

oIRと は

国
1
一 情

1 主 題 分 析

1次 報

l

j

|

Il

l

l二 次 情 報

の 記 憶1

l

l

l

l

l

l

L

シソー ラ 検 索 指令

フ ァイノ 作 成

一次 情報

と り出 し

一.1

と り出 され

た二次情 報

と り出 され

た 一 次 情報

o情 報 蓄 積 の 方 法(記 録 媒 体の 種 類)

oコ ソ ピ=一 タ と情 報 検索

o事 例 の 紹介

KWIC/KWOCシ ステ ム

DPS.MEDLARS

(指 導上の留意点)

どんな記録 媒体、 記録 万法がどの部分で利用す る場合 に最適か と
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い う こ と を思 考 さ せ る 。

2.5T.S.S

(お も な項 目)

oT.S.Sの 歴 史 的 背 景

①CTSS:CopapatibleTime

SharingSystem

'オ
ン ラ イ ン ・デ バ ッギ ン グ ・シ ス テ ム が 提 案 さ れ た 理 由

ttt.i) .コ ソ ピ=一 夕 を 人 間 の 思 考 の 助 け に し よ う と した こ と

(会 話 方 式)

ii)コ ソ ピ=一 一タ を 独 占 し て 、 プ ロ グ ラム の デ バ ッグ を す

る の と 同 じ効 果 を ね ら っ た こ と .(人 間 ら し さ)

iil)経 済 性 を 高 め る こ とは 、 多 数 の 共 同 利 用 が 最 適 で あ る

こ と。

② プ ロ グ ラ ミン グ 言 語 、

BASIC .:Beginner'sA11-purpose

SymbolicInstruetionCode

oT.S・Sと は(特 性 に つ い て)

①CPUタ イ ム や 主 メ モ リの 時 分 割 使 用 で あ る こ と。

② 端 末 か ら デ ー タ ば か り で な く、 デ ー タを 処理 す るた め の

プ ロ グ ラ ム を 入力 で き る こ と。

③ セ ン タ ・シ ステ ム に 対 す る い ろ い ろ な 会 話 が で き る よ う

に 充 実 し た コ マ ン ド言 語 を 備 え て い る こ と。

・ソ フ ト ウ ェ アの 体 系 で の 位 置 づ け

④ バ ッチ ・ シ ス テ ム

② リモ ー ト ・コ ン ピ ュー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

i)リ モ ー ト ・パ ッチ ・シ ステ ム

ii)タ イ ム シ ェ ア リン グ ・ シ ステ ム
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③ オ ンラ イン ・シ ステ ム"一 二

〇T.S.Sの 効 果

① 人 間 ら しさt'1'

② パー フ ォー マ ン スの 向上

・プ ログ ラム開発 に要 す る時 間短 縮;

待 ち時 間 の 解決

に 思 考 の 中断 を な くす

コツ パ イ ル ・リステ λソ グ、 ダン プの プ ロ グ ラム 開発 の

便 利 さ等

'③
・適 用分 野 の'拡大

`
・小形 ジ ゴブと複 雑な問題の両 者の同時処理

=い④ 泣 シ ピ ゴ一 夕火 口の 底 辺 の 増 大'

(指 導 上 の 留 意 点)

'バ
⑭ チ;ilス テ ム 、 オ'iy.ラ イ ン ・ シ ス テ ム、『T.S.Sの 違 い が

㌔ 理 解 で きる よ う一に す るポ ・㌦;ら'

:川

、
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・ ぼlllプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト,t・:、 二

・一ぺ ・ ,.・ 一 二:i=㌧ 心 膨;;'・'L'三1ヒ ∴=三.liン・・'}:♪}

五－t、"'1日tt]的'ピ":'"・"1'一

'70年 代 に お け る コ ソ ピ =・:一一タの 利 用 は ま す ま す 盛 ん に な り、

単 な る 計 算 業 務 か ら 経 営 に 必 要 な 重 要 な 情 報 を 提 供 す る 高 度 な シ ス

テ ム に 発 展 す る こ と や 、 コ ン ピ ュ ー タの ハ ー ドも よ り 高 度 化 す る こ

と が 予 想 され る。 し た が っ て コ ン ピ ュー タ部 門 と そ れ を と り ま く周

辺 部 門 と の 橋 渡 し を す る 一 般 管 理 者 の 立 場 が 重 要 に な り、 そ れ ら の

人 々 の 知 識 お よび 能 力 を 高 め る 必 要 が 生 じて く る 。 一 方 、 マ ネ ジ メ

ン トに お い て も 従 来 の マ ネ ジ メ ン トか ら シ ステ ム概 念 を 基 本 と し た

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト{三変 化 し て き た 。 また 一 般 管 理 者 が プ

ロ ジ 三 ク ト ・・マ ネ ジ ャー と し て プ ロ ジ ェ ク トを 推 進 し て い くた め に

は 、 プ ロ ジ ゴ ク ト組 織 な ど の 基 礎 知 識 も必 要 と な る。 さ らに 情 報 化

昧 といわれ る今 日、 膨大 飾 報の 中か ら経営に必要な↑青報 を タイ

ム リー に得 るために情報 システムの知識 も必要であ る。以上の よ う

にプ ・ジ・ク ト・マ械 ・一 と日 糎 な基胸 髄 習得させ ると

共 にプ ロ ジェ ク ト推 進 の 能力 を養 うこ とが この科 目の 目的 で あ る。

プ ロ ジ ェ ク ト・マ ネ ジ ャー と しての 一 般 管理 者 に 要求 され る こ とは

シ ステ ム的 な考 え方 を 持 つ とい う こと で あ る。 縦わ り組 織の 中 での

従 来 の マ ネジ メ ン ト概 念 で は、 もは や 国 際的 な 競争 に打 ち勝 ち、 企

業 を存 続 す る こどが で きな.い。 日本 の マ'ネジメ ソ トも シ ステ ム的 要

素 を含 ん だ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トでな けれ ば な らな い こ とを

'認識
させ る こ とが この 科 目の 最 大 目的 で ある。

五一2.Aコ ー スにお け る科 目の位 置 づけ

プ ロ ジ ェ ク ト・マ ネ ジ メ ン トコー スは、 一般 管 理 者に 「プ ロ ジ ェ

ク ト・マ ネ ジメ ソ 日 に関す る 知 識 の 修 得 と能 力の 向上 をは か る こ
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とを最 大 の 目標 に して い る この 教 育 体 系 の 中心 をなす 部 分 で あ り、

図 の 太 線 に 囲 まれ た 部 分 にあた る。 この 科 目 をよ り よ く理 解 す るた

め に は デー タ ・プ ロセ シ ングを含 む シ ステ ム 設計 お よび マ、ネ ジ メ ソ

1ト ・サ イエ ゾ スの基 礎 知 識 を必 要 とす る。
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n--e7.内 容 構 成 と 時 間 配 分(合 計9H・)

1.プ ロ ジェ ク 、ド ∵マ ネ ジ メ ン トの 基 礎 知 識.、

1-1問 題 の 発 見 ・・ ∵li

1-2対 象 業 務 の 選 定

1-3費 用 効 果 の 分 析

1-4プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム の 管 理

1〒5・ ト ップ の 理 解'一 、tt';・;lf'1・'

11-6経 営 ㊧ た め の コ ソ ピ=一 夕利 用

な ど 、 コ ソ ピ ュ.「 夕 ・ア プ リ ケ ー シ ョ ンの プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ

ャー と し て の 考 え 方 や 知 識 を 学 習 す る 。

〈 参 考 〉 ∵

シ ステ ム ・マ ネ ジ メ ン トの 一 般 的 知 識 と し て 下 記 の もの が

あ る。

aシ ス テ ム ・マ ネ ジ メ ン トの 技 法

・ シ ス テ ム ・マ ネ ジ メ ン ト

・'予測 手 法 ・

・ シ ス テ ム ・ア ナ リ シ スの 手 法 と応 用

bプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 管 理 技 法

・プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ メ ン トの た め の 技 法

・ ・プ ロ ジ
ェ ク ト評 価 選 択 の 方 法 七 .

、・プ ロ ジ ェ ク ト組 織

・プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャ ー

cシ ステ ム ・マ ネ ジ メ ン トと情 報 シ ステ ム

・情 報 シ ステ ム

・経 営情 報 シ ステ ム(MIS)
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.プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト'にお け る 情 報 レ ス テ ム

2.プ ロ ジ ェ ク ド 】滅 ネ ジ メ ソ トの 具 体 的 事 例

2-1国 内 に お け る例 ∵ 、11

2-2外 国 に お け る例

(指 導 上の 留 意点)・ ㌔'い

詳 細 な手法 の 講 義 よ り もプ ロ ジェ ク ト ・マ ネジメ ン トに お け る シ

ステ ム概 念 を うえ つけ る こと。 時 間の 配 分 と して{まご 事例研 究 ケー

ス.ス タデ ィに ウ ェイ トを お き単 な る知 識 の 講義 に は あ ま り時 間 を

さか な い こ と。 『 ・

U-4.内 容 項 目

aシ ステ ム ・マネ ジメ ン トの 技法

・シ うくラらム ・マ ネ ジメ ソトト ・

(主 な 項 目)

oシ ステ ム'■マ ネ ジメ ン トとは

システ ム とは 「組 織 され た 全体 、 あ る いは複 雑 な 全体 、 あ る

い は 全体 を構成 す る と ころの もの 、 も し くは 部 分 の 集 合体 」

システ ム'・マ ネ ジ メ ン トは プ ロ ジ王 ク ト ・マ ネ ジメ ン トと も

呼 ば れ る。

シ ステ ムの 概 念 が マ ネ ジ メ ン トの プ ラ ンニ ン グ とイ グ ゼ キ ュ

ー シ ョソに影 響 を もた らす。 日本に おけ る従 来 の マ ネ ジ メ ン ト

で は シ ステ ム概念 が 少 な いた め 影 響が な か うた が、 今 後 マ ネジ

メ ン トに シ ステ ム的 要素 が 含 まれ て い な けれ ば な らな い。

oシ ス テム ・マ ネ ジメ ン トの特 徴(従 来 の マ ネ ジ メ ン トとの 比

較)`
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(例)

従 来 の シ ステ ム 竺

マ ネ'ジ メ ソ ト

"々 ネ ジ
メ ソ ト

L'「

意 思』決 定 者 社長 または重役会 社長昧 障 役会

思 考・一技 法 ,調査資料を参考 とす る ジスデム分析 一

経 験勘
ブ

プ ロジ'句 ク ト. 〉ラ 壬 ソま た は プ ロ ジ,エ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ

管理鼠 径者 ク ト1・ マ ネ ジ ヤ
ネ ジ ャ

ト.」L

・ズ ロ ジ ェ ク ト
ー

本社 ス タ ヅフ またはプ プ ロ ジ ェ ク ト ・チ

限 序 主 体
ロ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム 一 ム

、

∵ ㌧不 ・ 明 ・ 確 シス テ ム技 術

作 成 技 法 '

プ ロ ジ ェ ク ト 不 明 確
`.

PER・Tな ど

作 成 目 標
1-∵ ・

プ ロ ジ ェ ク ト 不 明 確 ・滅 ば ジェ汐 ト型

管 理 組 織 組織

O

O

O

O

戦 略 と戦 術 ・

トップ の役 割

戦野 一ム ・・ 川

ヴ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム の 役 割

(指 導 上 の留 意 点)

シ ステ ム概 念 が 登場 した過 程 や システ ム概 念 の 重 要性 を 述 べ る。

新 し い理 論 で あ る システ ム ・マネ ジ メ ン ト(プ ロ ジ ェ ク ト ・マネ ジ
　　

メソ ト)の 総 と礁 の1マ移 メ・ゾ トの聡 をマ移 メ ソ ゆ 二つ

の主 要 な機 能(プ ラニ ン グと イ グ ゼ キ ュー シ ョソ)に 分 け て説 明 を
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(例)

す る。 本 質 的に は ど ち らの マネ ジ メ ン トも同 じ であ るが 、 従来 の 日

本 の マ ネ ジ メ ン トの レ ベルが 低 く、 しか も今 後 、 人手 不 足が 深 刻 に

な り、 熟練 労 働 者 の確 保 が困 難 に な り、 仕 事 の 範囲が 拡 大し て くる

'70年 代 に お い ては
、 シ ステ ム的 な物 の 考 え 方が で き る管 理 者 で

なけ れ ば な らな い。 一般 管 理 者が プ ロ ジェ ク ト ・マネ ジ ャー とし て

複雑 な問題 を解 決 して い くた め に は、 経 営環 境 の変 化に 応 じ て、 マ

ネ ジメン トに 対 す る考 え方 お よ び態 度 を変 え なけれ ば な らな い こ と。

従来 の マ ネ ジメ ン トでは は げ しい国 際 競 争 に打 ち勝 つ こ とが で きず、

プ ロジェ ク ト`マ ネ ジ メ ン トで なけ れば な らな い こ とな ど を認識 さ

せ る。 また、 プ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジメ ン トが 日本の 企 業 に もた らす

影響 を思 考 させ る。各 種 の技 法 の 説明 は 簡単 な概 要 程 度 に .とど めお

く。

・予 測 手法

(お もな 項 目)

o予 測 手 法の 分 類

探 索 的

アプ ロー チ

規 範 的

アプ ロー チ

主観的予測方法

デ ル フ ァイ法 ○ ○

PATTERN法 ○

その他'己

直観 的予測方法

客観的傾向予測

方 法

外 挿 法 ○

包絡 曲線法
L
1

○

客観的相関予測

芳 法

先 行 イベ ン ト法 ○

、相 関 分 析法 ○
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oデ ル フ ァイ法

・デ ル フ ァイ 法 とは(手 順 お よ び特 色) ・:一

① 参 加 者に アン プー トをす る。・,

② ア ンケー トの 結果 を 参 加 者に フ ィー ドバ ックす る。

③ 参加 者 に アン ケー ト結 果 を見 て 再考 させ ア ンケー トを再

び と る。 1、 い

④ 中 間 値が ら大 き くは なれ た 者に は な ぜ そ うか 理 由 を き く。

・デ ル フ ァイ法 の 問題 点

、…回 答 書 は白 紙 の状 態 か ら始 ま り何 度 も アソケ一一トされ 時 間

が か か る。 また 専 門 の 領域 外 の こと も回 答 しな け れ ば な らな

い 。1 、:・ ・

・デル フ ァイ法 の 適 用例

oPATTERN法 、

・PAT優ERN法 どは(手 順 お よ び特 色)
.

①.シ ナ リオ,Sイ テ ソ グ、 技 術予 測;

② 関 連 樹木 作 成 、・評 価 基 準の 設 定:、

③ 相 対 重要 度 の 投 票

④ 相 対 重要 度の 計算

⑤ 関 連樹 木 、 重 要 度の ア汐 トプ ッ ト

・PATTERN法 の 問 題 点 ・・' ・t・t・・t

関 連 樹木 レ ベル 設 定の 仕 方 に よ り評価 体 系 が決 定 す る。

関 連樹 木 の 作 成、 重要 度 の評 価 の対 象年 数 が 問 題 に な る。

また 、 重要 度の 投 票 に も問 題が あ る。

・PATTERN法 の 適 用例

o外 挿 法

・外挿 法 とは

現 在 入 手で き るデー タを 時 系 列に描 き、 その 傾 向 を延長 し
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て 予 測 す る。

・外 挿 法 の 問 題 点

不 連 続 的 で メ タモ ノレフイ ックな技 術 革新 には 適 用 で きな い。

・外 挿法 の 適 用 例,、 ご 、㌦

(指 導 上 の 留 意 点):

単に 技 術の 説 明 だ け で な く、 数学 的 手法 に は 限界 が あ る こ とを認

識 させ る 。 問題 には 不 確 定 要素 が 含 まれ て お り、取 り 除 くことが で

きな い。 定量 的分 析 の方が 定 性的 分析 よ り もす ぐれ て い る と誤解 さ

せ な い よ う努 め る.。.(_・ 、 、

・シ ステ ム ・アナ リシス の手 法

(お もな 項 目)1、.,l

oシ ステ ム ・アナ リ シス とは ・ 、

・費 用 と効 果 を尺 度 とす る選 択 の 手 法 、・・1

・S.Lオ プ トナ ー は 「定 性 的 かつ 定 量的 属性 を も った 混 合

問 題 を解 く,た め の 技法 が シ ステ ム ・アナ リ・シス で あ る」 と

述 べ てい る。

・コ ス トとべ ネフ イ ⇔ トか ら 目的達 成 の た めの代 替 手段 を体

系 的 に論 理 的 に 検討 比 較す る こ とに よ って 意思決 定問 題 を

解 決 す る方 法。.・

;・ い

一一44-一



シ ス テ ム分 析 の 作 業 ル ～ プ(E.S.Quade編 著 よ り)

　 　 　 　 　 　 　 へ 　 　 へ 　 　 　 　 ヒヨ　 へ 　 　 へ ぬ 　 　 へ 　 　 コ　 　　

{定 式化∴ 、 ⊥一 調 査;
1.目 的 と 基準 目的 達成 ・l

l㊨ ・ ・の選択'→ 代響 成
、i

l

,1

問題とi
問題の規定 酬 集i

情 況 い'一' . 、1,l
l,'l

L_一 フィーK7く ック ・ ・ …1-」

㍗ ・ 一 ・…lli

l費 用 と効 果l

l目 的 の の比較l

l再 検 討l

l
、 ・l

i仮 定嚇 麟 評i
l判噺 評 叫
Lh_____.一 一________一 手－p__..一 二______㌧___」
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○ ・ シ ス テ ム ・ア ナ.リ シ ス の 特 徴

(例1 1) 炉一

シ ス テ ム ・ア ナ リ シ ス 0.R

問 題 の 範 囲 広 い 狭 い

問題あ次 元 高 い 低 い

問 題 の 期 間 将来の問題が多い 当面の問題

問題の定量化 必 ず し も可能 で な い 可'能

問 題 の 目 標 目標 の検討 その ものが
課題 とな りうる

明確 で動か す ことが で
きない

分 析 の 目 的 Whattodo Howtodo

分 析 の 手 法 固有の分析手法 をもた
な い 固有の手法 をもつ

分 析 者 各 領域 の専門家 教 学 ・統 計 学 ・工 学 などの 専門 家

(例2)

① 目的 達 成の た め の代 替 手段 を列 挙 し これ を相 互に 比 較検

討 す る。

② 代 替 手段 をそれ に要す る コ ス トとそ こか ら生 じるベ ネ フ

ィ ッ トの 二点 か ら比較 す る。

③ 不 確 定 要素 を考 慮 に 入れ る こ と。

o事 例 研 究

・ORの 実 例 と システ ム ・ア ナ リシ スの 実例 を使
って 研究 す

る。

o費 用 と効 果の 比 較

・費 用 収益 分析

・費 用 効 果分 析

・費 用 効用 分 析
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io演 『 -tt習 ＼.・ ・'^'i ..・,ミ

費 用 効 果 分 析 な ど の 演 習 を す る 、『、 バ'エ

O'シ ス テ ム 「;ア ナ 」 シ ス の 問 題 点'・

`』^

～'L・ ・

(指 導 上 の 留 意 点 り,-a『 ・'.・

シ ス プ ム ・ア ナ リ シ スは 意 思 決 定 を 数 式 化 して
、 そ の 結 果 に よ り

1,ゴ決 定 す る もの で は な く
、 意 思 決 定 そ の も の の 目的 を 教 え る もの で あ

る こ と を 認 識 させ る 。 シ ステ ム ・ア ナ リ シ ヌ の 基 本 的 な 考 え 方 や 知

識 を ま ず 理 解 させ 、∫そ れ の 事 例 研 究 や 演 習 ま'で 展 開 させ る 。

bプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 管 理'技 怯'・

・プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの た め の 技 法

(お も な 項 目)tt＼-:・J'

oPMICS(Proje6tManagemen'iilnformationand

Co』ntrolSystem) .・.

・PMICSと は(特 徴)
ご

単 な る工 程 口 程 管 理 の 技 法 で な ぐ、 ネ 。 ト ワー クを 軌 、

と した 管理 ・情 報 シ ステ ム で あ る。

情 報 をPERTと 結 びっ げ た 総合 的 な 管理 シ ステム

作 業 パ ッケー ジ 契 約 者 か ら

の 、 決 定 の 報

'作 業細分化

構造の決定

プ ロ ジ ェ ク トの
マスター計 画 を作 成

コ ソ ピ ューー タ{二

よ る デー タ 処 理

結 果のデー タ分
解 とそれ に基づ
く管理 上の処置
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プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー に 対 し て プ ロ ジ ェ ク トの 管 理 と

調 整 に 必 要 な 情 報 を 提 供 す る こ と6i・

契 約 を 締 結 す る 前 に 行 な わ れ る プ ロ ジ ェ ク トの 概 念 計 画 に

役 立 つ 。

契 約 者 か ら の 提 案 を 評 価 す る た め に 必 要 な情 報 を 与 え る こ

と。 、i'

'契 約 の 際
、 ネ ゴ シ エ ー シ ョン を 行 な う場 合 の 基 礎 資 料 を 与

え る も の と な る。..一 －

QE,FAM弦(Ro,recast3andAp-praisalsManagement

Evalua垣on・ 、)パ

・FAMEと は.+・t_

ア ポ ロ 計 画 に お け る 重量/性 能 の 管 理 の た め に 開 発 さ れ

た 情 報 ・管 理 シ ス テ ム で あ るρ

↓

'P

↓ 、ノ

ミ ッシ ョソ

リクアイヤ メソ ト
システムズ ・エ ンジニ アリング'

'

デザインエー ジェンシー>

1

>

・・
,1 / i㊦ 、〔 ノ

デー タフ ロー

リクアイヤメソ ト
べー スライソ リクァイヤメソ ト ステイタス ・デー タ≧

、

爪

Ψ

'

㍉ 、「

.:'←

予 測 ・評 価 シ ス テ ム

,,`

一 ・

、 '

↓ 、 魑.

'

プ ロジェク ト・コン トロー ル ・マネジメン ト

.,

、

e

、

、 ・〉

ノ1、
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oGREMEX(GoddardResearchandEngineering

Managemen七Exercise)

・GREMEXと は

コ ン ピ ュー タ を 道 具 と す る ゲー ミ ソ グ ・シ ミュ レー シ ョ

ン の 技 法 を 用 い た マ ネ ジ メ ン トの 訓 練 シ ステ ム で あ る。 校

訓 練 者(プ レ ー ヤ=生 徒)、 審 判 員 「(レ フ リー=先 生)そ

れ に 仮 想 的 な プ ロ ジ ェ ク トの 数 学 モ デ ル が プ ロ グ ラ ム され

た コ ン ピ ュー タ の3者 が 一 体 と な って 訓 練 を 行 な う。 プv

－ ヤ は プ ロ グ ラ ム ・マ ネ ジ ャー の 役 割 を 演 ず る 。

入 力
.

;膿1出 力 人間

計画 の ため

の デ ー タ

プレーヤの

④ 方 策 ,
L

期

め

タ

果

の
た

一

ぎ

の
デ

結

つ
間

の

非公式 な

報 告 書

公 式

'報 告 書

oPPP(PhasedProjectPldnnin9)

・PPPと は

管 理 者 の行 な う意 思 決 定 を4つ の フ ェー ス(予 備 分 析 、

確 定、 デザイン、 開発 運 用)に 分 け て1段 階 毎 に 行 な う。
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、

A

析

ス

分

、

r

備

フ

予

t';ク 三一 ズC

デ ザ イ ン

'フ
ェ一一ズD

開 発 運用

詳 細検討 の た 詳細 設計 の ため プ ロ ジ ェ ク トデ プ ロ ジ ェ ク ト

め め 実行 計画 案 の 具 体 的 プ ロジ ザ イソ と仕様 書'完 了

エク ト案'

(指 導 上 の 留 意 点)

各 手法 の 詳 細 な 説明 は さけ る こと、・ど の よ うな考 え方 で や って い

るの か とい った 簡 単な 概 要 の解 説 を し、 実際 に や る場 合 には ど うす、

れ ば よいの か を思 考 させ る。PMICSで はPERTを 書い た場 合

と書hlな い場 合 との違 いを考 え させ た り、FAMEな ど でも 実際 の

問 題(例 えば公 害 な ど)と 結 び つけ て説 明 を し、思 考 させ る こと、

手 法の 詳 細 を学 習 した い人 のた めに は、 参考 文 献の 紹 介程 度 に と ど

め る。

・プ ロジ ェ ク ト評 価選 択の 方 法

(お も な項 目)

o事 前評 価 → プ ロ ジ ェク ト選択

o中 間 評 価 → 予 算 管理

n事 後評価→監査、業績 評価

。 評 価方 法

・定 性評 価 …

① 評 点 法,

い くつ か の 項 目 を何 段 階 か にわ けた 評 点 をつ け そ の 評

点 を加 えた 点数 で評 価 す る方法

一－H-50一



② パター ン法"∵

評 価結 果 を パ ター ンで表 わす 方 法

③ チ ェ ック リ ス ト法,一.

チ ェ ック項 目 を リ ス トア ップ して チ ェ ジクす る 方 法

・定量 評 価'川 .}

① 収 益 指 数法 ・:

② 経 済 効果 指 数 法.

③ 収益 当 量 法{一'し

(指 導上 の留 意 点)'

方 法論 につ い ては 概 要 の説 明 だけ に とどめ、 プ ロジ ェ ク ト評価 を

いかに マ ネ ジメ ン トに 定 着 させ るか を思 考 させ る
。

・プ ロ ジ ェ ク ト組 織

(お もな 項 目)

o純 機 能型 の組 織1

・純 機 能型 の組 織 の長 所 ・短 所

(長 所)① 柔軟 な人 的 資源 の 配 分 が で き る。

②1人 が1つ 以 上の プ ロジ ェ ク トに 同 時 に 従事 で

き る。 ・'、 一 ・㌔"

③ プ ロ ジ ェク トが変 わ って も各 部門め 活 動 は 円滑

に継 続 で き る。 ・一

(短 所)① ・プ ロジ 土 ク ト中心 の考 え方 に 欠け る。

② 技 術 革新 や 創 意工 夫 が で き』に くい。

o純 プ ロ ジ 土 ク ト型 の 組 織

・純 プ ロ ジェ ク ト型 の組 織 の 長 所 ・短 所

(長 所)① 権 限 と責任 の 所 在 が明 確 で あ る。

(短 所)① 費 用が かか りす ぎ る(設 備 な どの 重複)
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② プ ロ ジェ ク トがな い時 も 専 門家 を プー ル しな け

、れ ば な らな い。'・'、

oマ トリ..1ク ス型 の 組 織'

・マ トリ ック ス型 の 組 織の 長 所 ・短所

(長 所)① 権 限 と責 任の 所 在が 明 確 であ:るσ

② 柔軟 な人 的 資源 の 配 分 が で き る。

③ 首尾 一貫 した マ ネ ジメ ソ,トが で き る。

(短 所)① 機 能的部 門 とプ ロ ジ ェ ク ト組 織 との 勢 力 関係 に

よ り、 一 方 を有 名無 実 に しやす い。

。 プ ロ ジェ ク ト組 織 の つ く り方

g、 プ ロ ジ己 ク ト組 織 の 運 用の しかた

(指 導 上 の 留 意 点)

純 機 能 型 の 組 織 と純 プ ロジ ェ ク ト型 の 組 織 とマ トリ ック ス型 の組

織 の各 々 の長 所 ・短 所 を整理 し て説 明す る。 同時 に 各 々の 組 織 の代

表 的な 組 織 図 を例 示 す る。 以 上 の説 明は 簡 単 に しで 実際 に どの よ う

に して プ ロ ジェ ク ト組 織 をつ くって どの よ うに 運 営 して いけ ば よい

か を思 考 させ る こと に ウエイ トをお く。

・プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジャー

(お もな 項 目)

oプ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジャて とは.

特 定 のプ ロジ ェ ク トの実 施 に 関 して 組 織 内 の 各 部 門の 活動 を

統 合 調 整す る任 務 を課 され た 管 理 者 で あ る。

oプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー の 責任 と権 限 ・

・プ ラ ン ニ ング ・

・組 ・織 化 ぴ ・

・連 絡

一52一



・ 情 報

・
1・L・ ・ 調 ・ 整LIuご 、.

.,'1』 × 『't.・^・

ダト ら 　
'tt・1'4晶

.3-・1'tビ"…

こ ρ 、 プ ロ ジ 文 久 ト`・ マ ネ ジ ャー の 能 力

■「リー ダ ー シ ップ 、.、 …t,

・_・.マ ネ ジメ ン トの 手 法 に 精 通

・幅 広 い知 識 と 応 用 力 、 一

・的 確 な 意 思 決 定 を 行 な う 能 力

・的 確 な 仕 事 の 割 当 て を 行 な う能 力

・活 動 全 体 を 把 握 す る 能 力

、♪,]・ 、'

(指 導 上 の 留 意 点)'、j』"び ー-:'

、 純 機 能 型 組 織の 管 理 者の 責任 ・権 限'・ 能 力 と対比 す る よ うな形 で

講 義 をす す め る。 一般 管理 者が プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー と しての

能力 ・要 素 を持 つ こ とが 今 後 要 求 され る こ ど も認 識 させ る と共 に 、

そ の 能力 を どの よ うに して養 えば よい か といっ た点 に ウエ イ トをお

く△

・ケー ス ・ス タデ ィ

(お もな項 目)・1〆

例L

例2.

例3.

例4.

例5.

開発 した新製品 の量産化の 問題'

オン ライン ・システ ムの稼動準備の 問題

新製品の キャンペー ンの問題

工場建 設の 問題

新製品の試作の問題など
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(指 導 上 の 留 意点)

小 さな プ ロ ジ ェク トでその 企業 に 適切 な例 題 を と りあげ その プ ロ

ジ ェ ク トの 主 要な 問題 点は何 か、 そ の 問 題点 を解 決す るため に は ど

うす れ ば よいか 、 人 と時 間 と 金の 問 題は ど うす るあ'か な ど とい った

マネ ジ メ ン トに関 す るす べて の 問 題 を思 考 させ 、三プ ロ ジ ェ ク ト ・マ

ネ ジ メ ン トが いか に む ずか し い もの で あ るか を 認 識 させ る。 例 題 に

は ヒ ン トや チ ェ ック リス トを つ け で お ぐ○ ケ ー ス ・ス タデ ィは この

科 目の 中 で 能力 を 養 う点 に お いて最 も重要 な ところ で3時 間位割 当

て る。

(指 導 上の 留意 点)

プ ロジ ェク ト・マネ ジメ ン トを 実施 して い る企 業 の担 当者 か ら直

接 講 義 を受 け る ことが の ぞ ま しい。 担 当 者の 経験 談 や 担 当者 との 質

疑応 答 が 効果 的。 担 当者の 講 義 を 受 け られ ない 場 合、 スライ ドな ど

を 借 りて 使 用 す る。

cyス テ ム ・マ ネ ジ メン トと情 報 シ ステ ム

・情報 シ ステ ム

(お もな 項 目)

o情 報 シ ステ ム とは

あ る目的 の た め に情 報 を組織 的 に収 集 し加工 あ るいは 処理 を

伝 達す る と ころの し くみ

デー タ収 集 デー タ処理 巳三三乍

o情 報uス テ ム と コ ソ ピ=一 タ

oI.R
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(指 導上の留意点)

情報 システ ムを 図 な .どで醐 芦 ・情 報 シ ステ ムが マ ネ ジ メ ン ト

とどの よ うに 関連 して い るか をわ か り易 く説 明す る6マ ネ ジメ ン ト

に必要な情報 は主観的な情 報ぞはな く客観的な情 報 でなければなら

な い、 その 客 観 的 な情 報 が 手に 入 るよ うな マ ネ ジメ ン トで な けれ ば

な らな .い。 そ の情 報の 収集 はむ つ か し く集 め,ても うま く加工 しなけ

れば碗 いこと蹴 させる.ま たマネジ。一は情紐 馴 する

能 力 が必 要 で あ る とい う こと も強調 す る。 過 去 の仕 事 に 関す る情 報

を いかに 活 用 す るか と い った 問題 を思 考 させ る。

・経 営情 報 シ ステ ム(MIS)

(お もな 項 目)'パ

oMISと は

(例)「 企 業 の 各 管 理 階層 に対 しそ れ ぞれ の 必 要 性 に適 応す

る よ うな情 報 を い つ で も どこで も提供 す る シ ステ ム」 で

あ る。

「マネ の ソ1トρ意思 決 定 に と ・て 適切 で あ る と客観

的 に 判断 され る情 報 を組 織 的 に収 集、 加 工 、 蓄積 し、 マ

ネ ジメ ン トの 要求 に応 じて これ らの情 報 を提 供 す る機 能

を 果す べ くつ くられた 、人 間 お よ び機 械の公 式 の 組 織 で

あ る」

oMISの 特長

oデ ー タ ・プ ロセ シ ン グの
、発展 とMIS
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(例)1965年 代

在 庫

送,

引合 受 注

務 管理

生産報告

会 計

人事 ・給与

算

1968年 代

在庫予測管理

顧 客 サー ビ ス

生 産 品 別

コス 理

報 管 理

会計資金管理

理

ベソ

事

イ

ー

ル

リ

キ

ト

人

ス

ソ

ノ

oMISの 問 題 点

oMISの 具 体例
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(指 導 上 の留 意 点)・

デー タ ・プ ロセ シ ングに 結 び つ けたMISの 講 義をす る。 マ ネ ジ

メン トの サ イ.久ル と レベル 毎 に 必 要 な情 報 が 違 って くる こ とを認 識

させ る。,、

・プ ロ ジェク ト ・マ ネ ジメ ン トに おけ る情 報 レ ステム

(主 な項 目)

Oプ ロ ジ ェ ク ト ・マネ ジメ ン トと情 報 ン ステ ム

・プ ロ ジェ ク トの 範 囲

① 単 一 シ ステ ム を開 発 し運 用す る場 合 の例

② 試 作 品 を開 発 し、 後 に プ ロ ダ ク シ ョンを何 回 も行 な う場

合 の 例

③ プ ロ ジェ ク ト制 に よゐ 組 織体 制 を とって業務 を行 な う場

合 の 例

・プ ロ ジ ェ ク ト ・マネ ジ メ ン トにお け る情 報 システ ムの 重 要性

・プ ロ ジェ ク ト ・マネ1ジメ ソ トの た め の情報 シ ステ ムの レベ ル

① コ ン ピ ュー タな しの段 階

② コン ピ ュー タの 一 部 使 用の段 階

③ コ ン ピ ュー タの 全面 的 使 用 の段 階

Oプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジメ ン トのた めの 情報 シス テ ムに 要 求 さ

れ る こ と

・速 やか な情 報 収 集

・各種 ルー チ ン ・モ デル

①PMICSの 場 合

②FAMEの 場合

③IPARSProgressReportProgramの 場 合

④PERT/RESOURCEALLOCATIONの 場 合

・コ ミュニ ケー シ ョン
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・デ ー タ ・バ ン ク 〔

・情 報 ジ 支 テ ム'の 限 界

・情 報 ジ ス テ ム を 使 い こ な す た め の プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン

ト上 の 注 意

Oプ ロ ジ ェ ク ド ・マ ネ ジ メ ン トの た め の 情 報 シ スデ ム

・バ ッチ ・シ ステ ム

・オ ン ラ イ ン ・・シ ステ ム

(指 導 上 の 留 意 点)一 ・tttttt:一

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トに 必 要 な 情 報}シ ス テ ム は ど ん な シ ス

テ ムが 良 い か 、 と い った 事 を 思 考 させ る。

2.プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 具 体 的 事 例

(指 導 上の 留 意 点)

プ ロジ ェク ト ・マネ ジ メ ン トを実 施 して い る企 業の 担 当者 か ら直

接講 義 を 受け る事が のぞ まし い。 担 当者 の 経験 談 や 担 当者 との質 疑

応 答 が 効 果的 。 担 当 者の講 義 を受 け られ な い場 合、 ス ライ ドな ど借

り て使 用す る。
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班 シ ス テ ム 設 計

盈 一1.目 的

搬 鯉 者がプ ロジ・ク ト雛 遣 してい く過程で ・ソピ・一 夕部 門

との接 触 は今 後 ます ます 深 ま って い く。 現 状 調査 や分 析 を担 当 した場

合 、,シ ステ ム的 な観 点に 立 って 資 料づ く りや 調査 を しなけ れ ば な らな

い し、 また 現状 の シ ステ ムの 目的 は 何 か とい った 評 価や イ ン プ ッ ト、

ア ゥ トプ ッ
..トの 評 価 も シ ステ ム 的 に し な け れ ば な ら な い。

コ ン ピ ュー タ部 門 とそめ 他 の 部 門 との 橋 渡 しを す る一般 管理 者 に と

っ て、 コン ピュー タ部 門 で作 成 した シ ステ ム を理 解 で きなけ れ ば、 シ

ステム の ス ムー ズな運 用は考 え られ な い。 さ らに 一般 管理 者 も コソ ピ

ェ一 夕部 門の 人 間 と共 同で シ ステ ム を開 発す る機 会が 多 くな る だ ろ う。

この よ うな、時 、 シ ステ ム的に もの を考 え た り設計 す るた め の知 識 や 能

力 が な けれ ば ど う な るか は、 い うに お よば な い、 これか らの 一般 管理

者 に と って シ ステ ム設 計に 必 要 な基 礎 知 識 を身 に つ け てお く とい うこ

とは 、 必 修 条件 で もあ る とい える。 した が って この科 目で は、 シ ステ

ム 設計 に必 要 な 基礎 知 識 を シ ステ ム 設計 の 手 順 にそ って習 得 させ る こ

と を 目的 として い る。

m--2.Aコ ー スに お け る科 目 の位 置 づ け

こ こで の シ ステ ム設 計は
、 プ ロ ジ ェク トを推 進 してい く_般 ㍉管理 者

が 必 要 な システ ム設計 に 関 す る基礎 知 識 を修 得 す る とと もに 、 設計 す

る能 力 を養 成 す る部 分 であ る。 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジメ ン トか らみ た

シ ステ ム設計 の 基礎 知 識 を 修 得す るた め の科 目で あ り
、 一般 に いわ れ

て い る シ ステ ム ・エ ン ジニ ア を養成 す るた め の もの では な い。

つ ま り図 の 太線 が 示 す よ う`ニプ ロ ジェ ク ト・マ ネ ジメ ン トに隣 接 し

た 領 域 の学 習 で あ る。
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・k

プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メン ト

皿一5.構 成 内 容 と 時 間 配 分(合 計7H)

1.シ ス テ ム 設 計

2・ 現 状 調 査
1.

3.現 状 分 析

4.設 計

4.1コ:ド 設 計

4.21iTウ トプ ッ ト設 計

£:・,

4.3イ ン プ ッ ト設 計

4.4フ ァ イ ル 設 計

5.エ ラ ー チ'=ッ ク

0.5H

α三・耳

o.5H

4.5H

0.5H
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6.シ ステ ム の評 価0.5H

(指 導 上 の 留意 点)

一 方 的 な講 義だけ で な く設計 の部 分 な どは 、 実 際に 受 講 者 に設 計

の 演 習 を させ る。

di-4.内 容 項 目

1.シ ステ ム設 計

(お もな 項 目)

Oシ ステ ム設 計 と は、

何 が 問 題 点 か を把 握 し、

oシ ステ ム設 計 の必 要性

oシ ステム 設 計 の 手順

(例)

目標 を 設定 し、 それ を実 現す る こ と。

已 状 調'到
、

、一」1〆

現 状 分 析

概 要 設 計

1

詳 細 設 計

評 価

(指 導 上 の 留意 点)

な せ シ ステ ム設 計 を じな げれ ば な らな いか を、 よ く認 識 させ る。
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2.現 状 調査

(お もな項 目)

o現 状 調査 の目的

シ ステムの機 能 と問題点な どの現状分析に必 要な資料作成

o現 状調査の方法

① 面 接 法

② 質 問 紙 法 、

③ 観 測 法

④ 資 料 法

o現 状 調査 の項 目

(例)

① 仕事 の流れ

② 情報 の流れ(伝 票枚数)

③ デー ター量(伝 票枚数)

④ 資源 の種類、 数 と使用度

⑤ 作 業者 の作業内容、作業 と質 と人員数

(指 導 上 の留 意 点)

調 査 の方 法や 項 目の説 明は 簡 単 に お こな い、 実 際 の シ ステ ムを 問

題 に と り上 げ調 査 目的は 何 か、 どの よ うな 方 法、 項 目が よい のか を

思 考 させ る。

3.現 状 分 析

(お も な項 目)

o現 状 分 析 の 目的

問 題 点 を 正確 に把 握す る。

o組 織 分 析

各 単位組織で発生す る情報 の関連 性 と各単位組織 がはた してい
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る機 能 を 知 る。
～

o職 務 分析

各 組織におけ る職務 を明確 にす るため各職務g)要 点を記述す る

資 料 を 分 析 し、 確 認 し報 告 す る。 必 要 な 職務 のモ レを さが し職 務

の 重複 を な くす 。

。 業務 分 析

事縦 続の流れ跳 躍化・梁 雄 能曄 ワ肌靴 ・繰 ・報

告割 明刷 ヒ・概顕 れ図組 び詳細流れ図の繊 。

o帳 票分 析

帳票の簡素化、標準化を 目的 と して各帳票 の処理過 程お よび関

連 を明確にす る。

o手 順分析

業務 の細 部 手順 をρ 析す る ことに よっ,てい かに論 理 的処 理 が な

されて い るか を 明確 にす る・ プ ロ ・ク ・ダイ ヤ グラム の繊 ・

o事 務 量 測 定

・時 間分 析

見積 法 、 実測 法 、既 定時 間 法

・原 価 分 析

。 現 状 シ ステ ム の 問題 点 の要 約

(指 導 上 の留 意 点)

現 状 シ ステ ム の問 題点 は 何 か とい うこ とを常 に考 え る姿 勢が 大 切

であ る事 を認 識 させ る。

4.設 計

4.1コ ー ド設 計

(お もな項 目)

oコ 一一 ドとは
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oコ ー ドの持 つ べ き条件

① 統 一 性 ∴

② 簡 潔 性 ‥

⑤ 変 更 可能性

④ 識 別 可能 性

⑤ 機 械 に対 す る適 合性

'
o代 表的 なb':一 ド編成 方 法

① 順番(連 番)コ ー ド(SequenceCode)方 式

(例)北 海 道01

青 森02

秋 田03

② 区分 コー ド(BlockCode)方 式

(例)資 産 齪 『・ ・～49

負債 勘 定50～79

資 本勘 定80～99

③ ケ タ別 コー ド(GroupClassificationCode)方 式

(例)

大分類 中 分 類 小 分 類'

1.本 社

2.支 社

1.社 長 室

2.秘 書 室

3.総 務 部

1.総 務 課

2.文 書 課

3.株 式 課

④lo進 コ ー ド(DecimalCode)方 式

(例)5.自 然 科 学

5.1数 学

5.2天 文 学

5.3物 理 学
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5.3.1機 構 学

5.3,1.1機 械 学

⑤ 表≡ ド(M・m輌C・d・
T).ぽ

(例)・ 冷 ・蔵 車

タ ン ク 車

食 堂 車 .

oコ ÷一・1ドの 管 理

O

レ

タ

シ

コー ド設計 の演 習

・':社 内:で実 際 に 使用 して い るコ ー:ドめ 検討
、,

パ{列題{二 よ る演 習

(例)従 業員 、500人(う ち 男 子社員400人)6部

門 、18課 の会社 に おけ る従 業員 番 号 を設 計せ よ。

(指 導 上 の留 意 点)

具体 的 な例 を 図 示 して 講 義を し、例 題 に よ る コー ド設 計 の 演 習 に

ウエ イ トをお く、 受 講 者が 設計 した コニ'ドの検 討 デ ィ ス カ ッシ ョン

を す る。

4.2ア ウ トプ ッ ト設計

(お もな項 目)'"

oア ウ トプ ッ トの検討

作成 周 期、 時 期 、 形態 、 用紙 の種 類1対 象件数 な ど

。 ア ウ トプ ッ トの形 態 と装 置
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(例)

形 態 長 所 短 所
〆

印字帳票 大量 のデー タの印字 一行 に印字 できる字数

が で き る に制 限があ る

紙 テー プ 桁数 の制約が ない テー プ コー ドが 不統 一

で あ る

カ ー ド ター ン ・ア ラ ソ ド方 1枚 で80桁(90桁)

式が とれ る に限 られ る

ブ ラ ウン

管 表 示
人 との対話 がで きる 紙に印字 できな い

。 出力用紙の設計 ∴

帳 票 の 見や す さ、 使 いや す さが最 も 重要

o項 目の配 置

o項 目の区 分 け

o設 計 上 の注 意 点

コ ンマ、 ピ リオ ドの表 示方 式

マイ ナ スの 表不

カナ文 字 デー タの扱 い

帳 票 の1頁 の長 さ

印 字 時 間(D短 縮

帳 票 用 紙 の 印刷

。 ラ イ ン プ リン ター の機 能 か ら制 約

・上か ら下 へ

・1行 の ケ タ数

・文 字 の種類 に限 度

oラ イ ン プ リン ター の印字 方 式
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・タ イ プ ホ イ ル
、 ドラ ム お よ び シ リ ン ダー 式 、

・チ ェ ー ン式

o複 写 方 式 ・ .'1,

・ ワ ソ タ イ ム ・カー ボ ン方 式

・ ノー ・カー ボ ン 方 式 'パ

oア ゥ ドプ ヅ ト設 計 の 演 習'`

・実 際 に 使 用 中 の ア ウ トプ
ッ,ト の 検 討

・例 題 に よ る演 習1』 .

(例)テ レ ビ、 ラ ジ オ、 ステ レ オ の メ ー カー 別 、 地 区 別 の 月

間 売 上 統 計

(指 導 上 の留 意 点)

講 義 は 簡単 に し、 た とえば 販売 統計 表 な ど の 設計演 習に 時 間を と

る。

4.3イ ン プ ッ ト設 計

(お もな 項 目)

oイ ンプ ッ トの検討

・周期 、 時 期 、 形態 、 発生 部 門 な ど

oイ ンプ ッ トの形 態 と装 置

(例) 形 態 長 所 短 所

カ ー ド 追加修 正が容易であ る 1枚 で80桁(90桁)し

か 入 らな い

紙 テ ー プ 桁 数の制約がな い 追加 修正が困難であ る

キー ボー ト
か ら磁 気 テ
ー プ作 成

高速入力ができる
少 量 のデ ー タに は 向か
な い 、

直接読取 り 正確性、迅速性に富 む コ ス トが 高 い

キー イ ン直
接 入 力 騨 禁 竪 ㌍ 接イ'コ ス ドが 高い
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o帳 票 設 計.・ 、..z・,..H

・ 設 計 項 目

起 票 者 、 承 認 書 、 記 入 項 目 、 ケ タ数 、 項 目 の 順 序 、 コ ピー 枚

数 な ど

・EDP入 力 用 帳 票

カ ー ド穿 孔 用 の 原 始 伝 票 、 紙 テ ー プ さ ん 孔 用 の 原 始 伝 票 、

MICR用 の 帳 票、OCR用 、,OMR用

・項 目 の 区 分 け

パ 穿 孔 す る項 目 ど 穿 孔 しな い 項 目 と の 区 分 け 、

・伝 票 の 種 類

単 記 式 、 連 記 式 、 複 記 式

・内 容 、 項 目 の 配 置.一"・ 、

.Oカ ー ド設 計 、'

・項 目 の 配 列 順 序 、 カ ー ドの 色

o'マ ー ク ・シー ト

Oイ ソ プ ヅ ト設 計 の 演 習

・実 際 に 使 用 中 の イ ン プ ッ トの 検 討

・例 題 に よ る 演 習 、 』、

一 例㌫ ビ'蹴 ㍗ のメニ轡 地卵

∫指導上の留意点)

、,蜘 ・垣 トを く・
4.4フ ァ イ ル 設 計:・

(お も な 項 目)

・ フ 戸 ルの種類 と特 徴

・ 紙 テ ー プ
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・カー ド ・三',1 -'㌦

・磁 気 テ ー プ

・磁 気 デ ィ.ス クtttt:○ 　 ㍉ ∵ づ 『'[・!';;

・磁 気 ド ラ ム1'.1い

oフ ァイ ル の 形 態 と特 徴'・.…i・'… ㍑ ぺ ∵

・順 次 編 成(シ ー ケ ン シ ャ ル)夕,プ 、イ・ル'

・直 接 編 成(ダ イ レ ク トア ク セ ズ う フ ァ拒 ル

・索 引 順 次 編 成(イ ソ デ ッ ク ス ド ・ シLケY・'IY・ ヤ ル)フ ァ イ ル

o磁 気 テ ー プ フ ァイ ル の 設 計st

o磁 気 デ ィ ス ク フ ァイ ル の 設 計

oフ ァ イ ル 設 計 の 演 習 い

・企 業 に お い て 実 際 に 使 用 し て い る フ ァイ ル の 検 討

・例 題 に よ る 演 習

(例)テ レ ビ、 ラ ジ オ 、 ス テ レ オの メ ー カ』 別 、 地 区 別 の月

間 売 上 フ ァ イ ル

(指 導 上 の留 意 点)

フ ァイ ル の種 類 と形 態 とを関 連 づ け て 講 義 をす る。 講 義 は 簡 単 に

し、 演 習 に ウエ イ トをお く。'パ

5.エ ラー チ ェ ック

(お もな 項 目)㌧`'も'

.σ 誤 ったデ ー タが 入力 され た場 合

そ れ以 降 の 処 理が 無 意 味 に な る'

マ ス ター フ ァイル を破 壊 す る

訂 正 に 大 きな コ ス トが かか る

oEDPSは プ ログ ラム に よ り逆 に い ろい ろのチ ェ ックが で き る。
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O

入 力 時点

{
処理 時点

人 間側 で 行 な わ な けれ ば な らな い チ ェ ック .

シ ステ ム 設計時

社 内体 制 と業 務 処理 手 順 の無 矛盾

自 己矛 盾 のな い シ ステ ム

拡 張性 の あ る シ ステ ム

原 始 デー タ作 成 時

デー タ記 入 ミス

紛失 、混 入 、.、'二、

順番 誤 ま り

パ ンチ時

パ ンチ ・ ミス

紛 失 ・混 入 」

順 番誤 ま り

オ ペ レー シ ョジ時

ミス ・オ ペ レー シ ョン

プ ログ ラム ・エ ラー,

機 械 故障

(指 導 上 の留意 点)

エ ラー は 責任 体 制 と ドキェ,メ ソテ ー シ ョソの完 備 で 防止 で き る こ

とを具体 的 に 認 識 させ る。

6.シ ステ ム の評 価

o評 価 項 目

, .(シ 目.的 に あ っ て い る か:,

② 開 発 コ ス ト
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③ 運 用 コ ス ト ■:・

④ コ ン ピ ュー タや装 置 が シ ステ ムに と って最 適 か ど うか

⑤ 中央 処 理 装 置 の記憶 容 量は ど うか

⑥ 各 段 階 での 業務 担 当 者に と って シ ステ ムが 適切 か

⑦ 従来 の シ ステ ムか ら新 シ ステ ムへ の移 行 が スム ー ズに で き る

か,

⑧ システム の部 分的変更 が可能か

⑨ システムの標準 化は?

(指 導上の留意点)∵ に

システムの変更は高 くつ くため各方面での評価が重要な 事をよ く

認識 させ る。時 間があれば具体 的なシ ステム案 を評価検討 させ る。
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iv(自 習)デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グt

w-1.目 的1i'1

一般 管 理 者 が必 要 とす る コ ンピ ュー タお よ び デー タ ・プ ロセ シン グ

に関 す る基 礎知 識 を 自摺 に よ って 学 習 す る科 目であ る。・:さきの デー タ

プ ロセ シン グの 講 義 で 習 得 した基 本概 念 の復 習 を行 なう と ともに 時 間

の 関 係 で学 ぶ こ とが で きなか った基 礎 知 識 を、 プ ロ グ ラム学 習 用 の テ

キ ス トな ど を 使 って 自習 す る ことが この科 目の 目的 で あ る。

rv-一一2.内 容(合 計4H)

・、o二1コ'ソ ピiー タ

・コ!ツ ピ ュご タの 歴 史

・入 力 装 置

・中 央 処 理 装 置

・出 力 装 置

・デ ー タ伝 送

・ア プ リケ ー シ ョ ン

3H

oデ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ1H

・情 報 の 蓄 積 と 検 索(1.R)

・T.S.S

(指 導 上 の留 意 点)

コ ン ピ ュー タの 入力装 置、 中央 処理 装 置、 出力 装 置 な どは 、 自習

す る 前に コン ピ ュー タルー ム を見 学 させ る。 自習 で各 装 置 の機 能 ・

特 徴 を よ く理 解 させ る。1.RやT.S.Sで は そ の考 え 方、 思 想

とい った 面 と利 用 ・活 用 とい った 面の 知 識 を習 得 させ る。
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V(自 習)シ ス テ ム設 計

V--1.目 的

自習 を通 じて シ ス テム 設計 に関 して さ きに 講 義で 習 得 した 基 礎 概 念

の復 習 を行 な うと とも に、 基 礎 知識 を補 足す るのが この科 目の 目的 で

あ る。

V-2.内 容(4H)

O

O

O

O

O

コー ド設 計

ア ウ トプ ッ ト設計

イ ンプ ッ ト設 計

フ ァイ ル設 計

コ ス ト分 析

(指 導 上 の留 意 点)

コ ー ド設 計 、 ア ウ トプ ッ ト設計 、 イ ンプ ッ ト設 計、 フ ァイ ル設 計

は 講 義に よ る基礎 知 識 の復 習 を し、 自 ら 問題 をつ く り設計 演 習 を さ

せ る。 と くに フ ァイ ル設 計 で は 順 次 ・直 接 ・牽 引順 次 の各 フ ァイ ル

設 計に ウエ イ トをお いて 演 習 させ る。

一7 ,3-一





一 般 管理 者 向け企 業 内教 育

Bコ ー ス
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Bコ ー ス の 目的 と概 要

Bコ ー ス では ・Aコ ー ス で すで に 学 ん だ コ ン ピ ュー タお よび デ ー タ処 理 に

関 す る具 体 的 な事例 お よび技 法 につい て 習 得 し、 さ らに マ ネ ジメ ン ト・サ イ

エ ンスの 応 用 に 関す る基礎 知識 を修 得 す る こ とを ね らい とし てい る
。

1デ ー タ プ ロセ シン グ概 説 で は入 事管 理 シス テ ム と販 売管 理 システ ムの具

体 例 の 研究 を通 じてAコ ー スの デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ概説 で修 得 した基 礎

知 識 の 応用 の図 れ る ものに す る こ と をね らっ てい る。 この カ リキ ュ ラムで

は人 事 管理 シス テム と販 売 管 理 シ ステ ムを具 体 例 と して と りあげ てい る が、

これ は 他 の より適切 かつ 詳 細 な例 に よっ て置 きか え て も よい
。

孤 シス テ ム設 計 では フ ロー チャ ー トの書 き方 を習得 す る こ とに より情 報処

理 シ ステ ムの活 用 の た めの具体 的 な技術 を体 得 さ せ る ことを ね らっ てい る
。

田 マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エン ス の応 用 で は プ ロジ ェ ク トを計画 し、組 織 し統

制 す る た めに 利 用 で きる マ ネ ジメ ン ト・サ イエ ン スの応 用 に 関す る基 礎 知

識 を 習 得す る こ とを ね らい とす る。

教 育 方 法 と しては教 育 効 果 を高 め るた めに視 聴覚 媒 体 を活用 す る こ とは

も ちろん、 講義 形式 は ご く短 時 間 に とど めて演 習問 題 と、 ケー ス ・ス タデ

ィお よびそ れ らの プ レゼン テ ー シ ョンを 中心 にす すめ るこ とが 必要 で あ る。
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1デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ'

1-1目 的 ∴':r`　

デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ ・システ ムに 関 す る具体 的 事 例 を研 究 す る。 研究

の 仕方 はAコ ー ス で学 ん だ基 礎 知 識 を事 例 の各段 階 にぶ っ つ け る こ どで あ

る。 それ に よっ て経 営 活動 の中 で コ ン ピ ュー タの 活用 を計 るの に 必要 な知

識 の 習得 を行 な う。

(指 導 上 の 留意 事項)

単 に 給 与 シ ス テ ムの 事例 を紹 介 す る こ と よ りも グ ルー プ学 習 の形 式 を採

っ て、 受講者 に考 え た り、 討 論 した りす る時 間 を与 え て指 導 す る。

販 売 システ ムの 事例 は 各 自の 自習 にまか せ る。
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1-2Bコ ー スに お け る科 目の位 置 づ け

デ ー タ ・プ ロ セ シ ングBコ ースは 、Aコ ース で修 得 した基 礎 知 識 を具体

的 か つ 応用 の は かれ る知識 にす る部 分 で 、下 図 の 太 線で しめ した と とろで

あ る。 具 体 的 な給 与 システ ムを通 じて システ ム設 計 の 知識 を より理 解 で き

る 一般 管 理 者 を養 成 す る。

→＼

プ ロ ジ ェ ク ト

マ 不 シ メ ン ト

叉

㍉ ぷ
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1-5構 成 内 容 と時 間 配 分(5H)

1.給 与 シ ス テ ム の 事 例 研 究

1.1サ ブ シ ス テ ム の 例0 .5H

1.2シ ス デ ム の 目標 例1 .OH

1・3シ 芦 テ ム要 件0 ・5H

1.4 .月例 処 理1.OH

2.販 売 ツ ス テ ム 事 例 研 究 ,(自 習)

2.1,シ ス テ ム 要 件

2.2
,シ ス テ ム の 概 要

1.給 与 シ ステ ムの 事例 研 究(#1)

1.1サ ブ シス テ ムの例

(主 な 項 目)

。 毎 月 の給 与 計 算 シ ステ ム

。 賞.与計 算 シス テ ム

∵ ベ ー ス'ア ・ブに よる差 額 計算 システ ム

。 年 末 調整 シ ス テ ム

(指 導 上 の留意 事 項)

1.入 事、労 務 関係 業務 の 中 で の位置 づけ

。 給 与計 算 シス テ ム

'
。 労 務統 計 シス テ ム

。 考 課 シス テ ム

。 人 事 記録 システ ム

。 スキ ル ズ'イ ンベ ン ト リ ・システ ム

。 そ の 他

2.経 営 活動 全 般 の中 で、 これ ら システ ムが どの よ うな意 義 を も

つ か 討論 し発表 す る。
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#1国 税 庁 の 事例 に準 拠

入 事 管 理 の コ ン ピュー タ活用 実例 集(下)'

労 務 管 理 研 究 会'刊

1.2シ ス テ ムの 目標'(課 題)例

(主 な項 目)

。 人 件 費 の 削減

。 マ ン パ ワー 問題

。 事務 能 率 の向上

。 制 度 、賃 金 体 系 合 理化 の 契 機 とす る

。 要 員 計 画:要 因管 理へ ら活 用

。etc

(指 導上 の 留 意 点)

1.人 事 ・労 務関 係 へ の コ ン ピュー タ の活 用 に × き く分 け て二 つ

の 目的 が あ る。一 つ は労働 力 節 約 のた めに ↓他 の一 つ は 企 業 の

もっ てい る人的 パ ワー を、 もっ とも効果 的 に使 い、 高 い 生産 性

を 得 る ため で あ る。 即 ち.

・ 労働 力の節 約

。 人 材 の有 効 活 用

シ ステ ムの 目標 は 、 これ ら経 営 活 動 の 目的 に沿 っ て選 ば れ て い

るo

2.各 自の企 業体 に お け る具 体 的 問題 と して 目標(課 題)を 考 え

て 討論 し発表 す る。

3.コ ー ド体 系 の検 討

人 事 異 動に よって 、 職場 が 変 るた びに職 員の識 別 コ ー ドも変

え る 必要 が あ るか ど うか 検 討 す る。

・ コー ド体 系 を各 人 に考 え させ る。
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。 コ ー ドと して 、 「職 員 番 号 ⊥と∫課 員 番号 」を併 用 す る案 を

紹 介 す る。

「職 員番 号 」は、 機械 が職 員 を識 別 す るた め に使 用 す る もの で、

採 用 か ら退 職 まで 変 わ ら ない。

「課 員 番 号 」は 、 人 間が職 員 識 別 の た め に使 用 す る もの で 、所

属 が異 動 したつ ど変 更に な る0

4.チ ェ ック ・シ ス テ ム

入 力 を正確 に す る。

。 チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トを つけ る

。 ター ン ・ア ラウ ン ド方 式

あ らか じめ氏 名等 を出 力 したOCR用 紙 を使用 し、 そ れ

に デ ー タを記 入 す るな ど。

1.3シ ス テ ム要 件

.C主 な項 目)

・ 対 象職 員数

30,00.0人

。 対 象地域

関 東 、上 信 越 、 大阪 、 名古 屋 、各 地 域 を傘 下 に収 め る。

。 人 事 異 動 が非 常 に多 く一時 期 に1/3以 上 の職 員 の異 動 が行 な

われ る の で、 この取 扱 い を容 易に す る。

(指 導上 の 留意 点)

1.イ ン プ ッ ト ・デ ー タの作 成 方 法 、

発 生 デ ー タの 量 が 多 ぐ、 ま た発生 場 所 が散 在 してい るの で、

デ ー タの入 力の 仕 方 が シ ステ ムの 良否 を きめ る。

。 デ ー タの入 力方式 を 受講 生 に検 討 させ る。

。 各 自の案 を検 討 させ た 後 、磁 気 マー ク セ ンス ・カー ドに よ

る入 力 を紹 介 す る。BULL-GE社ULP-ML
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1-4月 例 処 理 給 与計 算

(主 な項 目)

。 イ ン プ ッ トの種類

1)パ ンチ カー ドに よるデ ー タ

① 基 本 報 告 書

氏 名 、 生 年 月 日、etc.

② 特 例 計 算 結 果 デ ー タ

異 動 の手 続 きが遅 れた 場 合 な どに数 ケ 弓自分 の過 不 足 を当月

で 精 算 す るた めに 、 手計 算 結 果 を直 接 入 力す る。

③ 累 積 訂 正 デ ー タ

ア ウ トプ ッ ト書類 を訂 正 した もの に つい て、 そ の訂正 内容 を

入 力す る。,

2)マ ー ク セ ンス ・カー ドに よるデ ー タ

④ 超過 勤務 カー ド

⑤ 物 資経 理 カー ド

⑥ 貸 付 金 カー ド

⑦ 通 勤手 当 ・扶養 カ ー ド

⑧ 住 民 税 カー ド

⑨ 宿 舎 費 カ ー ド

⑩ 発 令 事項 カー ド

(臨 時 的 な もの)

⑪ 年 末調 整 カー ド

⑫ 期 末 勤 勉 手 当 カー ド

⑬ そ 及 追給 カー ド

・ ア ウ トプ ッ トの種 類

① 給 与 支払 明 細書

② 基 準 給 与 簿

b
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③ 金 種別書

④ 宿舎使 用料金表

⑤ 控除 明細書

⑥ 住民 税表

⑦ 現給報 告書

⑧ 貸 付金返済通知書

(臨 時的 な もの)

⑨ 給与簿

⑩ 昇給予定者名簿

⑪ 源泉徴収 票

。 プロセスの概 要
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給.与 計 算 プ ロ セ ス の 概 要 図
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(指 導 上 の 留意 点)

L次 の諸 点 を各 人 に考 え さぜ る。

給 与計 算 の プ ロ セスで

。RUN1とRUN2の 間 で課 員番 号順 に 分類 させ るのは なぜ か
。

。RUN2の デ ー タ ・チ ェ ック の内容 には どの よ うな ものが あ るか 。

Ex、 マ ス ター に ない デー タ

デ ー タの 記入 誤 り

。RUN2の 出 力 で あ るチ ェ ック リス トは どの よ うに取扱 った ら よい

かo

Ex、 該 当 者 、 事 業所 へ 回 付 して、 チ ェ ックを 行 な わせ た り、 提出 デ

ー タの 控 と して利 用 させ る
。

。RUN2の 職 員 番 号 付 番 は
、 マ ス ター テ ー プ新 設 の コーー ドが 付 け ら

れ た デー タ ・レ コー ドが入 っ て きた と きに 、入 っ て きた順 序 に 従 っ

て 連番 で付 養 す る もの で あ る。

・RUN3で は 、 どの ような順 序 で諸手 続 きが進 行 す るか。

マ ス ター 更新

① 異 動 事 項(扶 養 手 当、 通 勤 手 当等)

② 訂正 事項(前 月 イ ン プ ッ トした デー タの誤 り等)

給 与 支 給 額 の計 算

① 超 過 勤 務 時 間等 の例 月 の デ ー タ処 理(更 新 後め'マ ス ターテ ー プ

を使 っ て行 な われ る。

2.販 売 システ ム の事 例 研究(自 習)

2.1シ ステ ム要 件

(主 な項 目)

。 請 求 書 お よび 売上 明 細表 は 月1回 作 成 し、各 地 の得 意先 へ 渡 す 。

これ に よ り代 金 を原 則 と して一括 回収 す る。

。 各 営 業 所 は、 得 意 先 別、 商品 別販 売状 況 を即 日把 握 したい 、 ま た
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全 品 目の在 庫状 況 表 は 、 日報 と して ほ しい。F

。 注 文 伝票 、 入 出 庫 伝 票 は、 毎 日発 生 し即 日処 理 した い。

・ 納 品通 知 書 、 出 荷 指示 書 は 、注 文 デ ー タに も とつ い て即 日作 成 し

た いott.tt1

o

o

o

o

o

o

対 象 商品数:2,000品 目

対 象得 意 先数:1.000店

対 象 伝 票件 数:10万 枚/月

営 業 所:15ケ 所(H本 全 国各 地)

輸 送 セ ン ター、 倉 庫 、3ケ 所

工 場:2ケ 所

(指 導上 の留意点)

・ シス テ ム要 件 の各 項 目を よ く検 討 させ た上 、 これ らの要件 を満 た

す た め には どの よ うな シス テ 云構 成 が 可能 か調 べ さ せ る。

。 十 分 ・上 の項 目を考 え させ た後 、 テ レ タイ プ網 を使 って バ ッチ処

理 で解 決 す る例 の一 部 を以 下 に紹 介 す る。

。 対 象 伝票 件 数 が 、30万 枚/月 以 上 に な る と、 オ ン ライ ン処 理の

形 態 を採 る必要 性 に迫 られ る。

2.2シ ステ ムの概 要

(主 な項 目)

。 テ レ タイ プ網:50ボ ー回 線

一94
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＼

ー

∴
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○

ぺ
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/

轡

ご

＼ぐ
プ へ
「):営 業 所 端 末;15ヶ 所
　

診 輸 送 セン ・端 末;3ケ 所

(8・ 工 場 端 末 ・2ケ 所

・ 入 出 力 自動 タイ プ ライ ター を端 末 に使 う
。

伝票 の起 伝1'

テ レタ イ プ ・テ ー プの作 成

テ レタイ プ受 信 テ ー プに よる各 種 帳票 類 の作 成



_⊥.
注 文 デ ー ,タ

:二 「 …

PUNCH}

嘉㌫ ㍊ご

雇竺一当

遍 カー・1

1鯖 先 工 ・ヂ・一 ドよ媚 鋤 ・ブ ・頭 目→取 引先=一 ・鴻 引先名

品 名 エ ッヂ カ ー ド 〃 → 品 番 、 品 名

"演 算部 よ り 〃 → 伝 票%、 日付 、金 額

変 動す る数 量 ぐ単 価 は、KEY-1・Nす る。

。 デ ー タ処 理 の 流 れ ・一

－MDPS+EDPS(注1)

'

① 引 合 が あ る と在 庫 一覧 表 信用 状 況 一 覧表 、 単 価表 な どが参 照

され 商 談 が行 在 われ る。 ま とまれ ば注 文 デ ー タが作 られ る。

② 注 文 デ ー タか ら売上 伝 票 お よび テ レ タ イ プテ ー プの作 成 ま で を、

入 出 力 自動 タイ プ ライ ター に よって行 な う。

。KEY-INす る項 目

数 量 、 単 価
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。 エ ッヂ カ ー ドよ り自動 タイ ズされ る項 目

得 意 先 コ ー ド、 得意 先 名'^・

品 番 、 品 名 ㌦,ゴ

。 エ ミ ッ タより 自動 タイ プされ る項 目'≒10

年 、 月、 日、伝 票 種 別 一 バ

。 演算 部 で 自動 計算 され タイ プされ る項 目

全 額(単 価 × 数 量)

③ テ レ タ イ プテー プに よ り、 デ ー タを 中央 コ ン ピュー タヘ テ レ タ

イ プ送 信 す る。

④ 中央 コ ン ピ ュー タの サ イ ドで は、 デ ー タを紙 テ ー プの形 で受 け

と り、 この紙 テ ー プを コ ン ピュ ー タの入 力 とす る。

⑤ 逆 に中 央 コン ピ ュー タか らの デ ー タは 、 紙 テ ー プの形 で 出力 さ

れ 、 営 業 所 、 輸 送 セ ン ター ヘ テ レ タ イプ送 信 され る。

⑥ 営 業 所 な どで 受 けた テ レ タ イ プ受 借 テ レ タイ プは、 入 出 力 自動

タ イ プ ラ イ タ ーに か け られ 、各 種 帳票 類 に 直 され る。

⑦ 輸 送 セ ン タ ーで は、 中央 コン ピュ ー タか らテ レ タ イ プ'送信 され

て きた 出荷 指 示 書 に した がっ て出庫 、 納 入 す る。

この 出荷 指 示 書 は、 営 業所 で起 伝 され た 売上 伝票 とほ ぼ 同 じ内

容 で あ る。

⑧ 在 庫 デー タ、納 入確 認 の デ ー タな どは輸 送 セ ン ターか ら タイ プ

イ ン され るo

(注1)MDPS

ManualDataProcessingSystem

。 デ ー タ処 理 の側 面 か らみ た サ ブ システ ム合 成 図

50ボ ー 回 線 で 結 ばれ た営 業 所、 輸 送 セ ン ター お よび 中 央 コ ン

ビ ュー タ三者 の間 の デ ー タ処 理 の概 要 を第6図 に示 す 。

。 中央 コ ン ピュ ー タ ・サ イ ドの デ ー タ処理 の概 要 を第7図 の プ ロセ
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ス ・チ ャ ー トに示 す 。 図 中 で は

・ 受 注 と出荷 システ ム"

・ 販 売統 計 シ ス テ ム

に 関 す るデ ー タ処理 過程 の一 部 が載 せ て あ る。

(代 金 の回 収 シス テ ムに つ い ては 、課 題 研 究 ま た は演 習 問題 と して

残 され る)
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経
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■圏口口口

圏目回〔ヨ回園圃回回回国題目1ヨ回

国圏[ヨ[ヨ回回国[ヨ団団園圃回回回

8題 回回回回国[ヨ回回目麗日回田
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回回[ヨ・

屋[ヨ回回

田口[並
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給与支給明細書

基 準 給 与 簿

第 Z
∨

課
、縮 号巴 俸給「等∵

氏司 受領印

時間 減 額 俸給支⇒ 扶養手 当i齪 手 当i特別調顧

〔 三巴「
Il

l－ 一 ー一'{
Il

「

レ
ト

ー
∧

へ

,1

「

、
、
ー

}

－

r

ー

i 1

ー

ー

ロ

L－ ll
～ へ ～ ～ 一 .(一 ヘー

支給 ・控除 額 ・金種 別 書

支給 ・控 除 額金程別書

r 減 額

へ!一 ～

俸竺獅一 当手萎扶

-
:

…

暫定 手 当 調 整手 当
,1:

ぱi…i
」

特別調整頗

li

－1
共 ～斉 短 期

;i

共済長期

9i…
全 種 別 書

所 得 税 宿 舎 費 住 民 税

1・1 ・li
l…i…L…

課名 人 員 金

ir
,「

頑

二__
1ba.000円 脚5、OOOF]椥1

;:

円1':㈹

図

給与期間

昭和 年 月 日 ～ 月 日

庁 同 署 課

妬_A・㊨{

ノ

一 瞬 当i㈱ 勝 当125%…125%1

-一 「

、

1⌒ .}宿 舎 費 住 民 税
li
l{

150%1時 間当

そ の他 ③

1

　 1その⇒ その似2}・
」

一

「'

{

給与支給総額1

1控 除 額 計十
、 、

通勤手当1宿日時 三判

1

現金支給額
ー

ー
` ノ

1
..
L

ー

|

⊃ 三
1

!、 ⌒AA(rt

給与期間

昭和 年

1…ii

- 、,一)へ 、rtNr-t'、'・ ・'『L'、 へt∨-、",・ 一({Nン へ ㎡'、 ・「 、'tt"一 、,J-L'

月 日 ～ 月 日

庁局署

.
|

初任給調整手当特殊勤務手当 超過勤務等金碩

その1誌

li

1.000円 ・㈱i

il

ilni

控 薦 貞'計

そ のt2{1)

li

;;

そ の 他t2}

!1

11

給与支給総額

:;i
い:;

超幽 胡改合計

円005

㈹

1,

iii

1・・円;枚)1・;・

㈹'i

通勤手当 宿日直手当

いi■li

劇10円 枚)}

9ie')1

現金茎給額

シ い

:い
ll1

i
;

5円i枚)1
,'

一 ㈹i
L

;1円1㈱1
,

1:㈹
::一

一101AV102一





第4図

現 員 現 給 報 告 書

区 分 現 員 職 員 俸 給

.

扶 養 手 当 暫 定 手 当 調 整 手 当

}
}25%

人 円 円 円 円

管Lど%

理

職

16%

12%

10%

8%

計

事

務

職

員

一 般

　

本 務 者

併 任 者

半 減 者

施

設

職

員

医

療

職

一 般

本 務 者

併 任 者

半 減 者

一 波

半 減 者

合

計

　

一一般 ・本務者

併任 者

　 　 　 　 　

半 減 者
1

無 給 休 職 者

　

休 職 者
|

月16日 現在 署(局)名 No.

現 総 計 管理職手当
通 勤 手 当 超 過 勤 務 手 当

人 員 金 額 1時 間当り所要額 平均単価

円 円 人 円 円 円

ノ

　

一103～104一





第 5 図

課 員 番 号 簿

課

1
:課員番号
氏 名

11i

事 由 俸給表職員番号

lIi

l

{1

等級号俸 俸給月額

1

昇給 月

`】

調整

手当

醗

手当

i 一
1

円 月

一 一 一 一.
ilL

～ 一一_一,_一 一… 一'一 一'…{,一'一 丁一 一一・一 一. 、r_「.'
一 ∋F'一一,吟]一 ～・一'^_"F

T-一'「 一一一 一'Y↑ 一㌣

1川

局署( ) 万

一

　 コエ コヘ ラ　が

1
|

「 一 一←"二 ,

1

い

▲ー

2

5

4

網 霞目
税務7医 日
研究8指 定

(
∪

■
1

2

地

地

地

、

無

甲

乙

'
.

ー

初 任 給

調整手当

扶養手当

通勤手当

適

用

税

表

1

§

覇
者

修
養

親

族

自

己

該

当

障
害

者

人
員

宿舎使用料
住 民 税

(第2期 以降)

休職者の支給率
|

特 別

調整額
配偶者 そ

の他
長 子

本俸
調整1

暫定
扶養

l
l

% 円 人 円 人 人

(}

()

円 円 % % %

＼レ ～ _∨ __-」_
() }一,一 一

一 ・

・舎

＼ 一 '、 !ぐ 一 定一
{}〔F

T(1

()

卜 ～一ヂーー 一

0

ー

ワ
」

t},1,2級 地

5級 地

4級 地

-
・

2

3

～

600円

1.OOO円

1,600円

適用税表 控除対象 扶養親族 自已該当 障害者

1:甲 配 偶 者

2:甲 特 ※は 特 例

う:乙1:有 適 用 者

2:老 年 者

3:寡 婦()内 は

4:勤 労 学 生 重 度 障 害 者

給 与 支 給 明 細 書 給与期間

昭和 年 月 日 ～ 月 日

庁 局 署 課

給与支給明細書

∴ 　 ㌔1…　 酬 馴
1氏 紬
　 コ

!

減 額
ロ 　

[….1←,
　

給与支縮螺計i共 済短 期i共 済長期1⌒ 計 断
岸 一 一 一・一一一 一11

:
{

俸徽 給司 扶養手当i暫定 手当}特別j調酬
lll

「一 一"一一 一一一1得 税1

声 繍警当
|

寧 〕宿舎費

棚 勤務手当175%125%l

l
)

i住 民 税
G

150%時 間計lWW

l;
!

そ の 他{3)

1

その 他{1)そ の 他{2)

i

「㌫ 蒜 「 醐 手当喧 ・直手当 』現金妻:㌫'1

給与支給舗i

;

'

一

!

ψ
「

|,'一 ＼

1;・一 一・一・一 ・一 ・

_一 口

}l

lコ
」

i
|

1-・
L..

'

ー
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,一}一

一

-

F
ー

.

.
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|
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9
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一
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サ ブ シス テ ム合 成 図

一 デ ー タ 処 理 の 側 面 の み一

策6図

厄 デー。]

納 品 書

売 上 伝 票

商品別売上

日 報

入出力

自動 タイプ

ライター

陶

出金伝票

(販 売経費)

納 品 書

出荷指示書

入 出 力

1輸送セ ンター 自動
タ イ プ

(倉 庫)ラ イタ_

'

!
'

!

事 業所 別

売 上 日 報

「

入出庫データ

在庫 データ

50ボ ー回線





第7図

プ ロ セ ス ・ チ ャ ー ト一 例

商 品別

＼
、山

ノ
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文

イ
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㍗

巴 匡碑
み

ク
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込

。

込

工

読

チ
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、

注 文 ＼

フ ァ イル

更 新 ・併 合

り ∋ 旧

」
O
Φ

～

戸
戸
O

編 集

出荷処理

麹>z
フ ァ イ ル
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ー 売上統計

＼

ル
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金

金

イ

掛

入
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/

フ

別嗣λ金
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新
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き

掛 売

ファイル

得意先月
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ノ

＼
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信用状況
一 覧 表

債権状況
一 覧表
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旧

i
l＼ 轟

新i
マ ス タ ー 一 一{一





(指 導 上 の 留 意 点)`・i

1.入 出 力 自動 タ イ プ ラ イ ター(さ ん 孔 タ イ プ ラ イ タ ー)の 役 割 を 説 明 す

るo'三i'

さ ん 孔 タ イ プ ラ イ タ ー の 最 も簡 単 な 構 成 は 、(a)の よ うに キ ー ボ 」 ド、

プ リ ン タ、 テ ー プ リー ダ 、 テ ー プ パ ン チ お よ び 制 御 部 各1組 よ り な り、

プ ロ グ ラ ム 制 御 に よ り打 鍵 印 字 、 打 鍵 印 字 さ ん 孔 、
.テ 一一プ読 取 印rClj、 テ

ー プ読 取 印 字 さ ん 孔
、 テ ー プ読 取 さ ん 孔 の 動 作 を 組 合 せ て 実 行 で き る。

ま た(b)の よ うに 補 助 パ ン チ 、 補 助 リー ダ 、 付 加 計 算 装 置 を も っ た 構 成 の

場 合 は 、 エ ッヂ カ ー 白ドよ力 の 半 固 定 デ ー タ の 読 取 、 印 字 、 さ ん 孔 、 フ ル

'1テ ー プ、 セ レ ク トテ ー プ の 同 時 作 成 、'簡 単 な 計 算 の 同時 実 行 が で き る。

エ ッヂ カ ー ド'1"tt.・r・

繰 返 し使 用 す る半 固 定 デ ー タ(品 名 と品 名 コ ⊥ ドと単 価 、 得 意 先 名 と

得 意 先 コ ー ドな ど)を エ ッヂ か 一 ド化 す る と 作 業 能 率 が 向 上 し同 時 に タ

イ プ ミス も少 な くな る 。 ∴

制 御 部

一 ・

フ㌔一フ

パンチ
プ リ ン タ

」
1㌃i

＼ キーボー ト/

(a)

願
L-一 一 一"

隆加糖

一 一一" 制 御 部 !

テープ
エ ッジ
カー ド

プ リ ン タ

テープ 」._
エ ッジ テ ープ
カー ド

パンチ 'ぐンチ]と 二乏ヨ

＼エ ノ

(b)

(さ ん孔 タイ プ ライ ター の構 成)

2.プ ・セ ス チ ャー トの例 で は、 ① 受注 と出荷 シ ス テ ム ② 販 売統 計 シ ス

テ ムを構 成 す るEDPSの 内容 で あ る。 ③ 代金 回 収 シス テ ムに つ い て各

自に考 え させ る。

一111一



Eシ ス テ ム 設 計'

五－lp1目 的

、'こ の コース では い シ ス テ ム設 計Aコ ースの 基礎 知 識 に もとつい て、 プ ロ

セ ス ・チ ャー トな どの 基礎 知識 とそ の作 成 能 力 を養 う こ と を 目的 と して い

る。 プ ロジェ ク ト管 理 を うま く実 施 す る ため には 、 一般 ・管理 者 がvプ ロ グ

ラ ムな どの作 業 内容 、仕 事 の特 殊性 な どを よく理解 して い なけ れ ば な らな

い 。 プ ロジェ ク ト・マ ネ ジ ャーは プロ グ ラム が プ ログ ラ ミン グ の時 に作成

す るプ ログ ラ ム ・フ ロー チ ャ ー トの作 成 は 出来 ない ま で も、 プ ロセス ・チ

,ヤご トを作 成 す る能 力は 身に つ け て お きた い。 フ ロー チ ャ ー トな ど の作成

能 力 を養 うと云 う こ とは 、 論理 的 な物 の考 え方 を養 い 、 情報 の流 れ の把 握

や処 理 手 順 の把 握 、 しい ては システ ム的 な業務 処 理 に お け る種 々の能 力 を

身に つけ させ るこ とに な る。、以 上 の理 由 か らフ ・一 チ ャー トの作 成 か ら ド

キ ュ メンテ ー シ ョンに い た る一 連 の処 理 に 関す る基礎 知 識 や作 成 能 力 を学

習 す るの が、 この科 目の 目的 に な る。

㌦ ＼
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9-2Bコ ー スに お け る科 目 の位 置づ け

シ ステ ム設 計Bコ ー スは 、 シズテ ム設 計Aコ ニス の さ らに詳 細 な部 分 の

基礎 知識 を習得 し、 システム設計 に必要な能 力を養 う部 分で あ'る6図 ら太

線 で示 す部 分 に あた る。 … も

設

A計フ ロ シ
ェ ク ト

マ 不 ジ メ ン ト

十

B

二
=ロ

＼

一113一



ll-5構 成 内 容 と 時 間 配 分(合 計4H)';/t

1・}.フ ・‥ チ ャ ー ドの 記 号 ・.IH

2,:.・ プ.ロ,セ ス.∵1チ ャーー ト の 作 成1Htt・ ・

:㌘1;1:1ロ ーチャート/ー
ト1H

l;二 二一夕!
7.ド キ ュ メ ン テ ー シ`ヨ ン1H

(指 導上 の 留意 点)

プ ロセ ス ・チ ャ ー ト.の・作 成 能 力 を養 うこ とに ウェ イ トを お く。 したが

って プ ロセ ス ・チ ャー トの作 成演 習 を行 な うと とが効 果 的 で ある。

皿nt-4;内 容 項 目

L7∵ チャrト の記号

(主 な項 目)

。 フ ロー チ ャー ト記 号 ρ種類 と使 い方

・ 基 本 記 号

処 理 記 号 、 注釈 記 号 、入 出 力 記号 、結 合 子 記 号 、矢 印 記号 、 流 れ

線 記号

・ プ ログ ラ ミング関 係 の記 号

判断記富 準随 号・蟻 ずみ鯉 ・端子・割込み記号・並列処

理 記 号

・ シス テ ム関 係 の記 号

穿孔 カ ー ド記号 、 カ ー ドデ ック記 号 、 カ ー ドフ ァ イル記 号 、 書類

記 号 、 磁 気 テ ー プ記 号 、 穿孔 テ ー プ記 号 、 オ ン ライ ン記 憶記 号 、磁

気 デ ィス ク記 号 、磁 気 コア記 号 、 磁 気 ドラム記 号 、 組 合せ 記号 、抜

出 し記 号 、 照合 記 号 、分 類 記 号 、 オ フ ライ ン記 号 、表示 記号 、 手操

一1 、1・4一



作 入 力 記 号 、 手 操 作 記 号 、 補 助 操 作 記 号 、 通 信 リ'ソク 記 号

(指 導 土 の 留意 点)一'ピ ご'プ ・'ば

流 れ 図 作 成 用定 規(テ ン プ レ ー ト)を 配 布 して記 号 め解 説 を ず ゐ 。

2・ プ ロセ ス'チ ャ ー トの 作 成 『Lt:

(主 な 項 目)

。 プ ロ セ ス'ど は'・

プ ロ グ ラ ム を1回 目 ー ドす る こ と に よ っ て お こな わ れ る一 連 の コ ン

ピ ュ ー タ に よ る情 報 処 理 ・'ttt-4・

。 プ ロセ ス ・チ ャ ー ト とは"…"

1つ の 情 報 処 理 を 構 成 ず る プ ロ セ ス 相 互 の 関 係 を所 定 の 記 号 を 使 っ

て あ らわ し た 流 れ 図 「

(例)
トランザクション

プ ア イ ル

RUN十1 、

カ ー ドか ら

磁 気テープへ変換

ザ

ン

ル

ン

ヨ
イ

ラ
シ

ア

ト
ク

フ
」

ファイルの更新1

マ ス タ ー

フ ァ イ ル

RUN+3]

書文

、

いー

S
/

⊂

マ ス ター

フ ァ イル
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・ プ ゴセ ス ・・チ ャー ト作 成 の 目的

① 対 象業 務 の処 理 内容 と手 順 の 全体 的 相 互関係 を把 握 す る。

② ヲ ン番 号 、 イン プ ヅ ト番 号 、 ア ウ トプ ヅ ト番号 の設 定。

③ プ ロ グ ラ ムの数 と機械 処 理 時 間 の把 握 。

・ プ ロセ ス ・チ ャー ト作 成 演 習

(指 導 上 の 留意 点)

実 際 の業 務 を プ ロセ ス ・チ ャー トに書 く演 習 をす る。

3.フ ロ グ フ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

(主 な 項 目)

。 プ ロ グ ラ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト作 成 の 目 的

・ プ ロ グ ラ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト作 成 の 演 習

(指 導 上 の 留 意 点)

簡 単 な 例 題 で プ ロ グ ラム と フ ロ ー チ ャ ー ト とを 対 比 さ せ な が ら解 説

を す る 。 時 間 が あ れ ば 演 習 を す る。 フ ロ ー チ ャ ー トを 通 して 、 論 理 的

な 物 の 考 え 方 を養 成 す る。

4.プ ログ ラ ミン グ

(主 な項 目)

・ ア ル ゴ リズ ムの概 念'…

問題 また は デ ー タが与 え られ た と き、 そ の解 法 また は処 理手 順を

記i述 した ものo

。 プ ログ ラ ミン グ言語

言 語 の 種類 と特 徴

(指 導上 の 留意 点)

各 言 語 の もつ特 徴 を よ く理 解 させ処理 業 務 に どの言 語 を使 え ば 適当

か を思 考 させ る。 時 間 が あれ ば 各 語 の 内容 の簡単 な説 明 を加え る。
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5.テ ス ト ・ デ ー タ 、',f

(主 な 項 目)

。.テ ス ト ・デ ー タ の 目 的`…

(指 導 上 の 留 意 点)

あ らゆ る条 件 の テ ス トが で き る、 テ ス ト、・デ ー 久 の 重 要 性 を 認 識 さ

せ るo

6.ア イ バ ッ グ

(主 な 項 目)

。 デ ィ バ ッ グ とは .

プ ロ グ ラ ム が 正 し く コ ー デ ィ ン グ され て い ,る か を チ ェ ッ クす る こ と。

。 机 上 デ イ パ
ツ グ

コ ン ピ ュ 一 夕 を 使 用 す る 前 に 机 の上 で プ ロ グ ラ ム を チ
ェ ック す る こ

と。

。 マ シ ン ・ア イ パ
ッ ク

コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 して プ ロ グ ラ ム の テ ス トを す る もの
、 コ ン ピ ュ

ー タに よっ て 発 見 さ れ た 論 理 的 な エ ラ ー な どが 翻 訳 リ ス トに 印 刷 さ れ

る 。 そ の翻 訳 リス トで の デ ィ パ ック ・テ ス ト ・デ ー タ を使 っ て そ の結

果 で プ ロ グ ラ ム の テ ス トを す る。

。 テ ス ト ラ ン

マ シ ン ・デ ィ パ ッ クで 発 見 で きな か っ た プ ロ グ ラ ム の ミス を 実 際 の

デ ー タ を使 用 し て テ ス トす る。

(指 導 上 の 留 意 点)

完 全 な プ ロ グ ラ ム の 作 成 が 本 番 の 業 務 を 実 施 す る際 に お い て 如 何 に

大 切 な も の で あ る か を 認 識 さ せ る。

7.ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン
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(主 な 項 目)

。 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン(目 的)

情 報 処 理 を実 施 す る 前 に 業 務 担 当 者 に 業 務 内容 を 明 確 に 解 説 す る文

書 。'1

。 様 式 の 種 類 と用 途 ,_二:,『'㌧

・ シ ス テ ム仕 様 書

・ プ ロ グ ラ ム ・マ ニ ュア ル

・ オ ペ レ ー シ ョ ン ・マ ニ ュア ル

(指 導上 の留意点)

文 書化 の方法 と文書の管理方法 を理解 させる。業務 内容 を文書化 し

て整理 してお くことが スムよズな業務 の運営 を可能にするこ とを認識

させ るo
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皿 マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス

田－t"目'的 「'

この コー スは、 マ ネ ジ メ ジ ト ・サ イ エ ンスに関 す る基 礎 知識 を習 得 す る

こ とを 目的 とす る 。'今 日'、'企業環 境 が急 激 に変 化 してい るなか で企 業 が 厳

しい 競争 に打 勝 ち、'環境変 化 に 対 応 して 生 きの び成 長 してい くた めに は 、

膨 大 な情 報 を採取 しそれ を迅 速 に適格 に処 理 して 意 志 決定 を行 な い、 そ れ

を即 時 に実 行 に移 してい か ね ば な らない 。 この こ とは 今 ま で の入 間 の経 験

や勘 の範 囲 を超 え、 〔 ネ ジ メシ トに もサ イ エ ンスに よ る合 理 的 裏 づ け を活

用 して 賭 の な い迅速 な運 営 をす る こ とが 必須 にな っ て きてい る こ とを意 味

してい るo'一'

この コー スは 一般 管 理 者 が プ ロ ジェ ク トを計 画 し、組織 し、 統 制 を行 な

って い く際 の道 具 ど して の マ ネ 汚 ン ト ・芝 イ ェ ンス とい、われ る もの の基

礎知 識 を与 え よう とす る もの で あ る。.一
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皿一2B=一 ス に 興 る 棚 の鑓 づ け
..、.,

マ ネ ジ メン ト・サ イ エ ンス の応 用 は 、 マ ネ ジ メ ン トの領域 に サ イ エ ンス

を、 あ るいは そ の考 え 方 を、 い か に した ら導 入 で き るか と い う点 に関 し基

礎 とな る知識 を付 与 す る。 下 図 の太 線 で示 して あ る よ うに プ ロジェ ク ト・

マ ネ ジ メ ン トに 統合 さ れ てい くべ き もの で あ り、 そ の ため の科 学 的 合 理性

を与 え る こ とが で き る よ うな知識(考 え 方 とか手 段)を 提供 す る もの で あ

.るo
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皿一5構 成内 容 と時 間配 分(合 計4H)

1.シ ス テ ムに関 す る概 念

1.1シ ス テ ム の 概 念 と 方 法

1・2コ ン ト ロ ー ル理 論

1・3行 動 シ ス テ ム論

2.管 理 技 法

2・1確 率 、 統 言十

2,2

(指 導 上 の 留 意 点)

o.5・H

O.5H

O.5H

オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ 技 法

1H

1.5H

マ 不 シ メン トの 中 にサ イ エ ンス を導 入 しよ うとす る際 の基礎 知 識 を

付与 す る こ とが この コ ース の直接 の目的 だ が、・個 々の細 か い知識 を_

つ 一 つ与 え て い くとい うこ と よ りも、 む しろ マ ネ ジメ ン ト・サ イ エ ン

ス の手 法 を適 切 に応 用 で き る立 場 に た て る と と
、 少 な くと もマ ネ ジメ

ン トにサ イ エ ンス を で き るだ け導 入 し よ うと真 剣 に考 慮 す る よ うな一

般 管 理者 を育 成 す る ことを 目標 とす る。 す なわ ち この コース を通 じて

知 識 の 増 大 を図 る よ り もむ しろ全体 的 な マ ネ ジ メ ン ト能 力 の向 上
、 あ

る いは 態 度 の変 革 に重 点 が置 かれ るべ きで あ る。

そ の た めには マネ ジ メン ト ・サ イ エ ンス の カ テ ゴ リー に入 る もの を

バ ラバ ラに教 え て も意 味 は な い
。 む しろ 全体 の体 系 の 中で個 々の知 識 、

技 法 の位 置 づ け を理解 させ る ことが望 ま しい。 ま た〒 方 い わゆ る マ ネ

ジ メン ト ・サ イ エン ス とい われ る もの が 非 常に 新 しい学 問 分 野 で あ り
、

個 々の部 分で も発 展途 上 に あ る ため 個 々の技 法 の 可能 性 と理解 を 求 め

る 上 で の種 々の制 約条 件 か ら くる限 界 も留意 して教 え る必要 が あ る
。

1.シ ス テ ム に 関 す る概 念

1.1シ ス テ ム の概 念 と方 法
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(お もな項 目)祈 「'

。 システ ムに関 す る概 論

・ シス テ ムの一 般 的 定 義

・ 環 境 との 関連 に 治げ る閉 シ ステ ム と開 シス テ ム

・ 入 出 力変 換 と して の ジステ ムの行 動 力 とこの行 動 を行 な わ せ る

要 素 の結 合 関係 と して の構 造

・ サ ブ シス テ ム

・ シス テ ムの分 解 と合 成

あ る行 動特 性 を有 す るシ ステ ムをそ のサ ブ システ ム と結 合 様 式

に 分解 す る問題 お よび そ の サ ブ シ ステ ムを別 の結 合 様 式 で結 合 し

た場合 の行 動 特 性

btシ ス テ ム方法 論"・t

・ シ ス ァ ム モ ァ ル

・㌧ 数 学 的 表 現 に よ る モ デ ル概 念 の 明 確 化

∴ ・ ブ ラ ッ ク ボ ック スー

・'モ デ ル に よ る シ ズ テ ム の 分 解 と合 成 の 方 法

。 シ ス テ ムの 類 型

・い 論 理 的 シ ス テ ム

・・ 機 械 シ ス テ ム

・ 生 物 シ ス テ ム ー

1ボ'人 間 シ ス テ ムT't'

・ 人 間 ・機 械 シ ス テ ム
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プ ・ジエハ ・マネジ・シ ドのためのマネジ… の 体 系 『

行動科学

一 一 ⇒i:∵∵
:汁 紡 ・姪 情報 と制御

麟 統計 ・

'オ ペ レ ー シ
ョ ン ズ

リサーチ技 法

シミュレーション技 法

インダス トリアル ・
エンジニア リング

品 質 管 理

価 値 分 析

自動 制御 理 論'

線 形 計画

割当 問 題

輸1送 問 題

取 替 問 .題 』ー

ゲ ー ム理 論.

」入 札 問'題

在 庫 理 論

一待 合 せ

予 測

ダイナミック・プログラミング

PERT、CPM

多 変 量 解 析

探 索 理 論 ,

信 頼 性

ま た、 マ ネ ジメ ン ト ・サ イ エ ンス を 情 報処 理 とい う観 点 か ら整理 して

み る と 、次 の よ うに な る。
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1

戸
N
ふ
ー

情 報 処理

デー タ情報の収集

データ情報の分析総合「

「個 別 的 技 法 」

/標 本調査法 物理言剛 の方法一ぺ
＼社会 〃 、対比殴法

情幸⊇ 隠:鷺 鑑 欝
瞼 値計算法

'
システム設計 の一般的方法

アイディア活用法デルファイ法

ネ ットワー ク管理法

、PERT.CPM

代 替案 の作成

待合せ シ ミュレー ション

確率計 算に よる方法

数値計算

インダストリアル・エンジニアリング

代替案の評価絃,嘉 ㌶ 方法

＼費腋 益比率に、批 難

「共通技法」 「個別理論」

最 適法

LP

DP

CPM

連続関数の微分法

シミュレーション技法

単位 時 間処 理 法

発生事象逐次処理法

マ ク ロモ デ ル

ミ ク ロモ デ ル:

単 一 シ ス テ ム ・

シ ミ ュ レー シ ョ ン

多 数 シ ス テ ム

シ ミ ュ レ ー シ ョン

イ ン ター デ ィシプ リ

ナ リ ・ア プ ロー チ

標 本 理 論

自動 制 御理論

統 計 学

数 値解析

システム理 論

流 れ 学

人間工 学

待 合 せ理 論

トラフィック

理 論

情 報理 論

ゲーム理 論

決 定理 論



(指 導上 の 留意 点)

内部構 造 で な ぐ全体 に対 す る部 分 の機 能 す な わ ち行 動 特性 に着 目 し、

そ れ ら の結合 に よる 全体 の特性 を解 析 す る方 法論 と して シ ステ ム思考

の 有用性 を理 解 させ る。

1・2一 コン トロー ル理 論 ・・"i・ 、i

(お もな項 目)

。 機械 、 生 物 か ら社会 組織 に わた る制御 ある いは管 理 の科学 と して

のサ イバ ネテ ィクス の思 想 と方法論

。 計画 お よび 制御 の行為 と して の コ ン トロー ノじ

・ 計 画 お よび制 御 の情報 論 的 な見 方

。 機 械 の コ ン トロー ル

。 人 間 の コ ン トロー ル

階 層 関係 にお け る コン トロー ルを サ イバ ネテ ィ クス の コ ン トロ

ー ル理 論 で説 明、 こ こで機 械 の コ ン トロ ール と対 比 して本 質 的

差異 を み る。

・ 人 間 や機械 を含 む 複雑 な行 動主 体 の コ ン トロー ル に つい て

(指 導 上 の 留意点)

サ イバ ネテ ィ クス を機械 、生 物 、入 間 お よび シス テ ムの行動 を いか

に コン トロー ルす るか の理 論 的基 礎 を与 え る もの と して展 開 す る必 要

が あ る。

1.3行 動 システ ム論

(お もな項 目)

o

o

O

O

o

行動 システ ムの定義

行動 システムの形態

システ ムにおける入間お よび機械 の行動

入間 と機械 の結合 とその行動

入 間 と人 間の結合 とその行動
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。 行 動 シ ステ ム の モ デ ル'

・ .行 動 シ ステ ム1の行 動

(指 導 上 の留意 点.)

一般 理 論 と して 認知 さ れ てい る行 動 シス テ ム論 はい ま だ存 在 して い

な い。 科学 理 論 と して の行 動 シ ス テ ム論 を シス テム 工 学 、 シス テ ム技

術 へ と よ り具 体 的 な応 用 面へ 展 開 で き る よ うに、 理 論 の展 開 に具 体的

例 示 を とり あげ て い く。

2.管 理 技 法

2.1確 率、 統 計

(お もな項 目)、

。 確 率 と分 布

確 率 、 確率 事 象 、確 率変 数 、2項 分 布 、 ポ ワ ソツ 分布 、正 規 分

布、x2分 布 、F分 布 、t分 布、 平 均 値 と分 散

。 推 定 と検 定

統 計 量 、最 小2乗 法 、区 間推 定 、仮 説 の検 定

。 標 本調 査 法

任 意 抽 出 、層 別 抽 出,

(指 導 上 の 留意 点)・

こ こで は統 計 学 の基 礎 知 識 とい うこと より も確 率概 念 を導 入 す る こ

とに よって母 集 団 か ら抽 出 され て い る標本 か ら ある精 度 で いか に もと

の母 集 団 を復 元 してい くか とい う考 え方 を理解 さ せ る。 そ のた めに は

母 集 団 、標本 とい った概 念 を 明確 に し、そ の上 で サ イ コ ロな ど の実 験

を通 して確 率 概 念 、分 布 とい うこ とを よ く理 解 させ る。

2.2オ ペ レー シ ョンズ ・ リサ ー チ技 法'

(お もな項 目)

。O.Rの 定 義 と特 質

一126一



,

。O .R的 問題 解 決法

目的 の研 究 、情 報 の収 集 と解析 、 モ デル化 、 モ デル に よ る問題

の 解 、 解 の 実 行 可能 性 のチ ェ ック、実 施

。 問題 の定 式 化(標 準 モ デ ル)

線 形 計 画法 、 割当 問 題 、輸 送 モ デ ル、 ゲー ム理 論 、在 庫理 論、

予 測 、 そ の他

・ 数 量 化

(指 導 上 の 留意 点)

線 形計 画 法 の よ うな と りつ きやす い標 準 モ デル を と りあげ 、 これ を

具 体 的 問題 に適 用 してい く過 程 を示 して0.R的 な問題 解 決 法 を十分

に 認識 させ る。 さ らに い くつか の理 論 モ デル の概 要 を学 ぶ 亡 とに より

現 実 の問題 に 各 モデ ル を応 用 す る こ とが 可能 か ど うか、 ま た それ が で

き な け れば 解 をみ つ け るた めに問 題 をい か に定 式 化 してい くか とい う

感 覚 を養 成 す る。 問題 の と り組 み 方 や解 法 は た だ一 つ だけ あ るの では

な い こ と、 解決 の た めに は いか に 創意 工 夫 が必 要 で あ るか を理 解 させ

る。 一般 管 理=者 に とっ ては システ ム全体 の最 適 解 を求 め ねば な らない

か ら、部 門 の最 適 解 が か な らず し も全体 の最 適性 に結 び つ か ない こと

を 注意 させ 、 ま た求 め られ た解 を実 行 性 の 面か ら充分 チ ェ ック しな い

と行 動 シス テ ムの 中に0.Rの 技 法 を と りいれ て マ ネ ジメ ン トを行 う

こ との有 効 性 が な くな る こ とも関 心 を払 わ せ る。
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